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欝

嚇

鞭．
　
　
　
騰

　
霧
．

4月の休日救急医

第二藤巻医院（上　野）

山口医院（袋町）
中条病院（中条）
富田医院（神明町）

14日

21日

28日

29日

　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
町
条
町

　
原
　
　
浦

　
川
下
西

定
（
（
（

予
院
院
院
所

の
　
　
医
療

旬
医
医
堂
診

上
月
島
口
誠
手

5
大
山
至
千

3日

5日

6日

12日

構
艸繍

　
「
緑
の
羽
根
」
募
金
運
動
が
始
ま
り

ま
し
た
。
期
間
は
四
月
い
っ
ぱ
い
で
す

　
一
日
に
は
、
　
「
上
野
緑
の
少
年
団
」

の
子
供
た
ち
（
上
野
小
五
、
六
年
生
五

十
七
人
）
が
、
小
雪
の
舞
う
町
内
各
地

の
街
頭
で
、
午
前
九
時
か
ら
二
時
間
ほ

ど
募
金
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
街
頭
の
ほ
か
に
職
場
回
り
も
一
部
で

実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
日
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た
お
金
は
六
万
一
千
五
百
三
十

七
円
で
し
た
。
　
（
二
日
と
三
日
に
は
中

学
生
が
街
頭
募
金
に
立
ち
ま
し
た
）

　
こ
う
し
て
集
め
ら
れ
た
お
金
は
、
県

国
土
緑
化
推
進
委
員
会
を
通
し
て
、
県

内
各
地
の
学
校
や
生
活
環
境
の
緑
化
な

ど
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
今
年
は
、
世
界
全
体
か
ら
森
林
の
重

要
性
を
見
つ
め
直
し
て
も
ら
う
「
国
縢

森
林
年
」
に
も
当
た
り
ま
す
。

　
み
ん
な
で
緑
を
育
て
ま
し
ょ
う
。
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一般会計は

　　　27億7，500万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　昂　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　　静　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　申　　　　　　　　　　噂　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　，　　　　　　　　　雪　　　　　　　　　一　　　　　　　　〇　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　曹　　　　　　　一　　　　　　　印　　　　　　　噂　　　　　　罹　　　　　　一　　　　　　響　　　　　　薗　　　　　一　　　　　輔　　　　　騨　　　　響　　　　一　　　　一　　　　一　　　－　　　曹　　　－　　　一　　9　　－　　o　緬　一　一　薗
一曹

　
新
年
度
の
町
予
算
が
決
ま
り
ま
し

た
。　

一
般
会
計
が
二
十
七
億
七
千
五
百

万
円
、
七
つ
の
特
別
会
計
が
十
三
億

六
千
二
十
六
万
一
千
円
、
合
わ
せ
て

四
十
一
億
三
千
五
百
二
十
六
万
一
千

円
の
規
模
に
な
り
ま
す
。
　
（
水
道
企

業
は
含
め
て
い
ま
せ
ん
）

　
予
算
は
、
厳
し
い
財
政
事
情
の
中

で
“
節
減
”
を
基
本
に
し
て
編
成
に

当
た
り
ま
し
た
が
、
活
力
の
あ
る
町

づ
く
り
の
た
め
、
　
「
ふ
れ
あ
い
パ
ッ

ク
事
業
」
や
「
い
ち
ょ
う
の
里
」
の

構
想
な
ど
、
新
し
い
事
業
も
組
み
込

ん
で
い
ま
す
。

「
ふ
れ
あ
い
パ
ッ
ク
事
業
」
、

「
い
ち
ょ
う
の
里
」
構
想
．
．
・
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ニ
ュ
ー
は
い
っ
ば
い

※人口9，734人として一般会計

町民1人当たりの歳入　285，083円

町税地方交付税町債県　国庫
　支出金支出金

51，585円121，614円
　　　　　　　　24，173円　　　19，473円

37，500円　　　　　30，738円
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1
　
り
乙

訳
税
税
他

　
　
　
産

内
民
資
の

の
　
定

税
町
固
そ
　
・

町
　
　
＼

　
　
　
　
＼

　
　
　
℃

｝　　一　一　　餌　
暉陶凹■■■■■■■■隔　　一

　　　　　　　　　　一一’騙甲一鞠薗一　　璽
　　　　　　　　　　　　　、．
　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　歳出2，775，000千円

（単位：千円）

＼

一・灘鰻嚇難業妻
　　P』、鰻馨㈱1婁欝．輔

醗鞍麟灘鍍難鑛馨叢盤欝難

　麟蓮顯　　　　　　　塗，麺麟

⑱盤崖鰹織農機繋翼辮鍛繍麟蜜

業
、 1　　　　　響，㈱

麟霧灘灘難鞭鰯嚢叢業　　雛籔

醗膿灘難域建難縫進懸策事業、

　　　　　　　　　　　雛衷羨雛、
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．ヤ履動
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議会費
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商工費
　　61，308
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＼

。
業
・
－
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農
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ぐ
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9
，
〃

彦墾ノ憂
　　40●●

（山ゆりは町の花）

労働費　　521
諸支出金3，000

予備費　14，000

消防費」

98，006

災害復旧費

　111，471
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生
活
環
境
の
整
備

施政方針を述べる

　南雲町長

向
上
に
努
め
ま
す

　
国
の
財
政
も
地
方
の
財
政
も
、
大

幅
な
収
支
不
均
衡
の
状
況
が
続
き
、

極
め
て
厳
し
い
事
態
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
た
め
、
国
で
は
臨
調
答
申
を

尊
重
し
な
が
ら
、
行
政
改
革
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
国
の
六
十
年
度
の
予
算
編
成
は
、

「
増
税
な
き
財
政
再
建
」
の
基
本
方

針
の
も
と
に
、
前
年
度
当
初
予
算
に

＊施政方針の概要＊

対
し
、
経
常
部
門
一
〇
％
、
投
資
部

門
五
％
削
減
と
い
う
基
準
を
設
定
し

た
ほ
か
、
高
率
国
庫
補
助
金
の
一
率

一
〇
％
削
減
を
打
ち
出
す
な
ど
の
措

置
の
中
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
町
村
財
政
の
全
体
像
を
描
き
、

地
方
自
治
体
の
財
政
運
営
の
指
標
と

な
る
六
十
年
度
地
方
財
政
計
画
で
は
、

高
率
国
庫
補
助
金
の
一
律
削
減
に
よ

る
地
方
負
担
増
は
、
交
付
税
と
建
設

地
方
債
で
補
て
ん
さ
れ
る
こ
と
や
、

地
方
税
の
伸
び
な
ど
が
加
わ
り
、
地

方
財
政
は
久
し
ぶ
り
に
好
転
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
地
方
財
政
計
画
の

傾
向
を
川
西
町
の
予
算
編
成
指
標
と

し
て
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と
は
危

険
で
す
。
そ
れ
は
国
全
体
の
景
気
回

復
と
、
新
潟
県
経
済
や
川
西
町
経
済

の
回
復
の
テ
ン
ポ
を
判
断
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　
こ
う
し
た
情
勢
の
中
で
、
川
西
町

の
五
十
八
年
度
一
般
会
計
決
算
が
過

去
最
高
の
黒
字
と
な
っ
た
こ
と
は
、

臨
時
行
財
政
調
査
会
を
設
置
し
、
行

財
政
各
般
に
わ
た
り
体
質
を
見
直
し
、

改
善
へ
の
努
力
を
重
ね
た
こ
と
に
よ

る
も
の
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
町

の
財
政
構
造
は
県
囚
の
ワ
ー
ス
ト
ク

ラ
ス
に
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　
新
年
度
は
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り

の
た
め
に
、
か
ね
て
約
束
し
て
い
た

固
定
資
産
税
の
税
率
引
き
下
げ
の
初

年
度
と
し
て
、
○
・
一
％
を
実
施
し

た
い
考
え
で
す
。
歳
出
面
で
は
、
上

野
小
学
校
老
朽
校
舎
の
改
築
を
始
め

新
農
村
定
住
促
進
事
業
、
十
日
町
大

橋
（
仮
称
）
の
建
設
促
進
な
ど
を
重

点
施
策
と
し
て
挙
げ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
行
政
各
般
に
わ
た
る
見

直
し
を
実
施
し
、
職
員
定
数
・
給
与

管
理
の
適
正
化
、
経
常
経
費
の
節
減

投
資
的
経
費
の
減
少
を
最
小
限
に
止

め
る
こ
と
な
ど
を
図
り
な
が
ら
、
生

活
環
境
の
整
備
・
向
上
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

般
会
計

歳1澱瀦懸擁諜蕪鮮P薫

固定資産税の

税率を引き下げる

　
町
税
は
、
固
定
資
産
税
で
評
価
替

え
や
原
発
送
電
線
分
の
増
収
は
あ
り

ま
す
が
、
税
率
の
引
き
下
げ
に
よ
る

減
収
が
あ
り
ま
す
の
で
、
全
体
の
伸

び
率
は
一
け
た
に
と
ど
ま
る
見
込
み

で
す
。

　
地
方
交
付
税
は
、
財
源
対
策
債
の

廃
止
な
ど
に
よ
り
、
全
国
枠
で
は
一

〇
・
九
％
の
伸
び
で
す
が
、
川
西
町

は
伸
び
率
六
・
九
％
と
苦
し
い
計
上

に
な
り
ま
し
た
。

　
国
．
県
支
出
金
は
、
補
助
率
の
引

き
下
げ
や
事
業
の
見
直
し
な
ど
に
よ

っ
て
大
幅
に
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
債
は
、
財
政
健
全
化
の
た
め
の

抑
制
方
針
な
ど
に
よ
り
、
歳
入
に
占

め
る
比
率
が
一
〇
％
を
割
り
込
ん
で

い
ま
す
。

歳
鴇
、
灘
繕

議
場
を
改
築

　
　
　
　
　
総
務
費

＊
役
場
の
四
階
を
改
築
し
て
、
機
能

的
な
議
場
．
委
員
会
室
を
実
現
し

　
た
い
考
え
で
す
。

＊
職
員
の
定
数
問
題
や
人
件
費
率
は
、

相
当
期
問
を
通
じ
て
削
減
・
合
理

化
を
進
め
、
成
果
を
求
め
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

＊
六
十
一
年
度
は
町
村
合
併
三
十
周

年
に
当
た
り
ま
す
の
で
、
記
念
行

事
の
企
画
・
準
備
の
た
め
の
予
算

を
計
上
し
ま
し
た
。

　
　
（
施
政
方
針
次
ぺ
ー
ジ
ヘ
）
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施
政
方
針

特
産
物
栽
培
に

お
年
寄
り
の
力
を
期
待

　
　
　
　
　
民
生
費

＊
社
会
福
祉
協
議
会
に
職
員
を
出
向

　
か
せ
、
経
費
の
節
減
を
図
る
ほ
か
、

総
合
セ
ン
タ
ー
の
管
理
を
委
託
し

た
い
考
え
で
す
。

＊
保
育
所
は
、
幼
児
の
人
口
減
少
に

伴
う
措
置
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

＊
老
人
対
策
と
し
て
は
、
生
き
が
い

を
求
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
ゲ
ー

　
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
を

奨
励
す
る
と
と
も
に
、
特
産
物
栽

　
培
等
に
は
お
年
寄
り
の
労
働
力
を

ゲートボールは腰が伸びます

期
待
し
て
い
ま
す
。

検
診
事
業
を
充
実

　
　
　
　
　
衛
生
費

＊
川
西
町
は
、
成
人
病
の
り
病
率
が

高
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
各
種
予
防
・
検
診
事
業

を
充
実
さ
せ
ま
す
。

＊
霧
谷
ゴ
ミ
埋
立
地
の
用
地
を
買
収

　
し
、
衛
生
施
設
組
合
に
貸
す
考
え

　
で
す
。

＊
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
は
、
利
用
が

落
ち
こ
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
施

　
設
の
継
続
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て

　
研
究
し
て
み
ま
す
。

　
「
い
ち
ょ
う
の
里
」

　
　
　
実
現
に
向
け
て

　
　
　
　
農
林
水
産
業
費

＊
過
疎
現
象
の
著
し
い
仙
田
地
区
の

振
興
の
た
め
、
新
た
に
新
農
村
地

域
定
住
事
業
を
導
入
し
、
強
力
に

進
め
て
い
き
ま
す
。
住
民
が
地
域

　
に
定
住
す
る
た
め
に
は
、
新
し
い

収
入
の
道
を
開
拓
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
各
集
落
の
自
立
精
神

を
促
す
た
め
に
は
、
独
創
的
な
対

応
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

＊
農
業
生
産
組
織
の
強
化
・
育
成
の

　
た
め
、
機
械
更
新
に
対
し
助
成
を

　
す
る
考
え
で
す
。

＊
緑
の
村
お
こ
し
事
業
と
し
て
、
長

期
的
に
は
杉
の
造
林
、
中
期
的
に

　
は
い
ち
ょ
う
の
集
団
栽
培
、
短
期

的
に
は
漬
け
物
の
増
産
と
や
ま
ゆ

　
り
の
栽
培
を
普
及
さ
せ
た
い
と
考

　
え
て
い
ま
す
。

＊
ふ
れ
あ
い
パ
ッ
ク
事
業
を
実
施
し

　
て
、
郷
土
出
身
の
都
市
在
住
の
方

方
か
ら
町
と
の
交
流
を
深
め
て
い

　
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
特

　
産
物
の
販
売
ル
ー
ト
を
確
保
で
き

れ
ば
幸
い
で
す
。

＊
水
田
利
用
再
編
対
策
は
、
転
作
の

定
着
化
を
図
る
た
め
、
集
団
化
・

合
理
化
対
策
を
進
め
ま
す
。

＊
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
は
、

集
落
下
水
道
施
設
と
フ
ラ
ッ
シ
ュ

施
設
と
を
重
点
的
に
行
い
ま
す
。

＊
杉
の
造
林
新
植
は
三
十
ヘ
ク
タ
ー

　
ル
と
し
、
今
ま
で
に
造
林
し
た
と

　
こ
ろ
の
育
林
・
管
理
に
も
意
を
用

　
い
ま
す
。

松
葉
荘
周
辺
の

　
　
観
光
開
発
を
探
る

　
　
　
　
　
商
工
費

＊
産
業
育
成
資
金
枠
の
拡
大
を
行
い
、

金
融
対
策
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

＊
商
店
街
の
振
興
対
策
と
し
て
、
東

善
寺
地
内
に
駐
車
場
の
造
成
を
計

画
し
ま
し
た
。

＊
高
速
交
通
時
代
を
迎
え
、
町
と
し

　
て
も
観
光
開
発
の
必
要
が
あ
り
ま

す
。
松
葉
荘
周
辺
の
開
発
を
コ
ン

　
サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託
し
、
手
が
か

　
り
を
探
る
考
え
で
す
。

観光開発は松葉荘周辺から

＊
企
業
誘
致
は
、
話
し
合
い
を
し
て

　
い
る
企
業
に
つ
い
て
は
六
十
年
中

　
に
見
通
し
を
つ
け
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
す
で
に
誘
致
し

た
企
業
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
に

は
、
行
政
の
立
場
と
し
て
許
さ
れ

る
範
囲
の
協
力
は
惜
し
ん
で
は
な

　
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

信
濃
川
新
橋
を

　
　
町
発
展
の
懸
け
橋
に

　
　
　
　
　
　
土
木
費

＊
町
内
を
縦
横
断
す
る
国
・
県
道
の

整
備
促
進
と
無
雪
化
は
、
産
業
活

　
動
の
上
か
ら
も
、
住
民
の
生
活
の

　
上
か
ら
も
必
要
不
可
決
の
事
業
で

　
す
。

＊
新
潟
県
の
要
望
し
た
公
共
事
業
は
、

　
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
予
算
づ
け
の
見

　
込
み
で
す
。
し
か
し
、
県
単
事
業

　
は
大
幅
削
減
が
避
け
ら
れ
な
い
実

情
に
あ
り
ま
す
。

＊
町
道
の
改
良
は
十
一
路
線
、
舗
装

　
も
十
一
路
線
、
消
雪
パ
イ
プ
は
一

　
路
線
計
画
し
ま
し
た
。

＊
信
濃
川
新
橋
架
橋
と
取
付
道
路
は
、

　
重
要
事
業
と
し
て
対
処
し
ま
す
。

＊
道
路
除
雪
は
、
住
民
の
要
望
に
こ

　
た
え
る
よ
う
努
力
す
る
と
と
も
に
、

住
民
負
担
の
公
平
化
も
推
進
し
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
で
す
。

＊
克
雪
住
宅
に
対
す
る
融
資
は
、
希

望
を
満
た
す
よ
う
措
置
し
ま
し
た
。

　
川
の
向
こ
う
は
十
日
町へ
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へ上
野
小
改
築
に
着
手

教
育
費

＊
上
野
小
学
校
危
険
校
舎
部
分
を
、

六
十
．
六
十
一
年
度
に
わ
た
っ
て

改
築
し
ま
す
。

＊
高
倉
小
学
校
は
、
現
状
で
は
六
十

二
年
三
月
に
児
童
数
が
零
と
な
っ

　
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
閉
校
、
あ

　
る
い
は
分
校
と
い
う
見
極
め
を
つ

　
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

＊
青
少
年
の
健
全
育
成
は
、
家
庭
・

学
校
．
地
域
住
民
が
一
体
と
な
り

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

＊
生
涯
教
育
を
踏
ま
え
て
、
各
種
学

級
・
講
座
を
引
き
続
き
開
設
し
、

人
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

＊
中
子
運
動
場
の
完
成
を
機
に
、
い

　
っ
そ
う
の
ス
ポ
ー
ッ
振
興
を
図
り

ま
す
。

上野小学校の改築部分

八
十
九
件
分
を
予
算
化

災
害
復
旧
費

＊
農
地
農
業
用
施
設
は
、
過
年
災
一
二

十
四
件
、
予
測
さ
れ
る
現
年
災
一
二

十
三
件
で
六
千
十
七
万
五
千
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

＊
公
共
土
木
施
設
で
は
、
過
年
災
十

五
件
、
現
年
災
七
件
分
の
四
千
八

十
六
万
三
千
円
を
予
算
化
し
ま
し

た
。ポ

ン
プ
車
を
更
新

1肖

防

費

＊
川
西
分
遣
所
備
え
付
け
ポ
ン
プ
車

　
の
更
新
、
防
火
水
槽
造
築
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　特

別

会

計

国
民
健
康
保
険

　
　
五
＝
二
、
五
四
一
千
円

保
険
料
値
上
げ
の
ピ
ン
チ

　
国
は
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
策

と
し
て
、
老
人
保
健
法
の
制
定
や
健

康
保
険
法
の
一
部
改
正
に
よ
る
被
用

者
保
険
本
人
の
一
割
負
担
導
入
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
一
連
の
制
度
改
正
で
、
国

庫
補
助
率
の
削
減
が
行
わ
れ
、
国
保

財
政
は
た
い
へ
ん
厳
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
町
の
国

保
会
計
は
、
被
保
険
者
数
の
減
少
傾

向
と
医
療
費
の
増
加
傾
向
と
が
加
わ

り
、
財
政
運
営
は
困
難
性
が
増
し
て

い
ま
す
。

　
予
算
額
は
、
前
年
度
比
七
・
三
％

の
増
で
す
。
国
庫
支
出
金
の
激
減
の

た
め
に
保
険
料
の
値
上
げ
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
態
で
す
が
、
財
政

調
整
基
金
の
取
り
く
ず
し
に
よ
っ
て

対
処
し
た
い
考
え
で
す
。

国
保
診
療
所

　
　
　
八
八
、
一
六
八
千
円

五
百
万
円
を
国
保
会
計
か
ら

小
規
模
施
設
の
経
営
の
と
こ
ろ
で

は
、
直
接
影
響
を
被
る
薬
価
基
準
の

引
き
下
げ
が
毎
年
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
診
療
報

酬
の
落
ち
込
み
は
必
至
で
、
歳
入
不

足
見
込
み
分
と
し
て
五
百
万
円
を
国

保
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
ま
し
た
。

へ
き
地
出
張
診
療
所

　
　
　
二
一
、
四
六
四
千
円

今
年
も
苦
し
い
予
算
編
成

　
仙
田
へ
き
地
出
張
診
療
所
は
、
設

立
当
初
か
ら
不
採
算
企
業
と
し
て
の

性
格
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
加
え
て
、
近
年
の
医
療
情

勢
か
ら
、
本
年
も
苦
し
い
予
算
編
成

と
な
り
ま
し
た
。
千
百
万
円
を
一
般

会
計
か
ら
繰
り
入
れ
ま
す
。

　
こ
の
出
張
診
療
所
は
、
へ
き
地
医

療
確
保
の
と
り
で
と
し
て
、
存
続
を

図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。

老
　
人
　
保
　
健

四
九
一
、
○
〇
五
千
円

お
年
寄
り
の

　
医
療
費
を
扱
う
会
計

　
老
人
保
健
会
計
は
、
七
十
歳
以
上

の
方
々
と
六
十
五
歳
か
ら
六
十
九
歳

ま
で
の
寝
た
き
り
の
方
々
を
対
象
と

し
、
そ
の
医
療
費
全
額
を
見
込
ん
で

予
算
を
組
み
ま
す
。

　
医
療
機
関
へ
の
医
療
費
の
支
払
い

が
目
的
の
会
計
で
す
が
、
そ
の
方
法

が
精
算
方
式
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

財
政
運
営
上
か
ら
も
問
題
が
多
い
状

態
に
あ
り
ま
す
。

地
域
休
養
施
設

　
　
一
〇
二
、
四
三
九
千
円

設
置
目
的
は

　
　
一
応
ク
リ
ア
i

　
地
方
公
共
団
体
と
し
て
は
異
質
の

事
業
で
す
が
、
皆
さ
ん
か
ら
大
い
に

利
用
い
た
だ
き
、
そ
の
設
置
目
的
を

十
分
に
果
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

　
予
算
編
成
の
骨
子
と
し
て
、
営
業

成
績
を
前
年
度
水
準
の
維
持
に
努
め

た
い
と
し
ま
し
た
。

　
松
葉
荘
周
辺
を
活
用
し
、
多
面
的

な
施
設
利
用
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

（
施
政
方
針
次
ぺ
ー
ジ
ヘ
）
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施
政
方
針

農
業
共
済
事
業

　
　
一
〇
一
、
八
四
四
千
円

将
来
展
望
の
上
で
編
成

　
政
府
は
、
共
済
制
度
の
見
直
し
を

六
十
年
度
実
施
と
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
行
財
政
改
革
路
線

に
基
づ
い
て
の
歳
出
削
減
の
影
響
が
、

農
業
共
済
事
業
で
は
六
十
一
年
度
か

ら
出
て
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
町
長
に
対
す
る
総
括
質
疑
が
三
月
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ニ
十
六
日
に
行
わ
れ
、
十
七
議
員
が
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

質
問
に
立
ち
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
各
議
員
の
質
問
と
町
長
の
答
弁
の
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

概
略
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

l
I
－
－
1
－
0
5
1
，
5
1
9
9
ー
ー
5
腰
『
巳
1
ー
，
ー
l
I
－
I
I
I
蓼
畳
9
畢
1
ー
ー
ー
ー
ー
e
o
，
ー
I
l
l
し

◆
上
村
広
治
議
員

①
一
村
一
品
運
動
の
取
り
組
み
は

②新

農
村
地
域
定
住
促
進
対
策
事
業

の
基
本
的
な
考
え
方
は

③
老
人
ク
ラ
ブ
等
の
松
葉
荘
利
用
に

便
宜
を

④
公
共
事
業
入
札
に
対
す
る
考
え
方

は⑤
国
・
県
道
（
一
、
二
級
除
雪
町
道

　
今
ま
で
は
、
政
府
の
手
厚
い
保
護

育
成
の
傘
の
下
で
運
営
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
各
共
済
組
合

に
努
力
が
求
め
ら
れ
る
も
の
と
感
じ

ま
す
。

　
予
算
は
、
今
ま
で
の
路
線
に
沿
い

　
大
豆
共
済
も
あ
り
ま
す
（
野
口
で
）

含
む
）
に
面
し
た
家
屋
密
集
地
の
屋

根
雪
処
理
の
方
策
は

◇
南
　
雲
　
町
　
長

①
「
物
の
豊
か
さ
よ
り
心
の
豊
か
さ
」

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
ふ

，
る
さ
と
的
志
向
を
生
か
す
方
向
で
地

域
特
産
物
の
開
発
を
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
手
づ
く
り
ハ
ム
や
薬
草

栽
培
の
研
究
も
進
め
た
い
。

②
仙
田
郷
の
過
疎
化
を
食
い
止
め
る

た
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
議
を
し

て
き
た
。
主
要
計
画
と
し
て
安
定
的

就
業
機
会
の
確
保
事
業
が
四
八
％
、

農
業
の
近
代
化
を
目
ざ
す
土
地
基
盤

整
備
事
業
が
三
一
％
と
な
っ
た
。
内

容
に
い
っ
そ
う
の
改
良
を
期
待
し
た

な
が
ら
、
将
来
展
望
も
し
た
上
で
編

成
し
ま
し
た
。

　
防
除
機
械
購
入
補
助
も
継
続
し
ま

す
。

簡
易
水
道
事
業

　
　
　
　
四
一
、
八
O
O
千
円

繰
り
入
れ
は
二
千
二
百
万
円

　
橘
、
木
落
、
室
島
、
そ
れ
に
白
倉

の
簡
易
水
道
を
維
持
管
理
す
る
の
が

こ
の
会
計
で
す
。

　
一
般
会
計
か
ら
前
年
度
と
同
額
の

二
千
二
百
万
円
を
繰
り
入
れ
ま
す
。

い
。

③
老
人
ク
ラ
ブ
無
料
入
浴
デ
ー
も
考

え
て
い
る
。
月
見
荘
は
管
理
を
伊
友

集
落
に
委
託
し
た
だ
け
で
、
今
ま
で

ど
お
り
利
用
で
き
る
。

④町内

業
者
の
落
札
が
五
十
九
年
度

は
七
割
を
超
え
て
い
る
。
自
治
法
の

規
定
に
あ
る
「
最
少
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
上
げ
る
」
よ
う
努
力
す
る

以
外
に
な
い
。

⑤町では

克
雪
住
宅
建
設
に
対
し
融

資
制
度
を
設
け
、
克
雪
対
策
の
重
点

項
目
と
し
て
推
進
し
て
い
る
。
道
路

除
雪
は
来
シ
ー
ズ
ン
か
ら
住
民
負
担

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

行
政
と
当
該
道
路
に
面
し
た
住
民
と
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一

民
の
皆
さ
ん
の

十央
知
を
結
集
し

て
　：

　3

　：

　
以
上
、
新
年
度
に
対
す
る
所
信
の

一
端
と
予
算
案
の
概
要
を
述
べ
て
き

ま
し
た
。

財
政
構
造
の
改
善
は
緊
急
の
課
題

で
は
あ
り
ま
す
が
、
多
様
化
す
る
住

民
の
意
識
や
要
望
に
こ
た
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
う
る
お
い
・
豊
か
さ
・
活
力
の
あ

る
町
づ
く
り
と
、
町
民
の
健
康
と
幸

　
の
共
同
作
業
に
よ
っ
て
道
路
除
雪
を

実
施
す
る
の
が
基
本
と
い
う
立
場
か

ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
，
1
－
1
，
，
，
I
l
唇
l
e
o
一
1
，
I
l
l
，
3
腰
I
o
o
陰
8
5
謄
謄
o
量
I
I
I
I
謄
o
1
5
1
，
I
I
l
』
昼
ー
1
腰

◆
保
坂
次
夫
議
員

①
公
共
的
建
物
（
集
落
セ
ン
タ
ー
等
）

敷
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
を
免
除

で
き
な
い
か

②
育
苗
施
設
個
所
の
除
雪
経
費
に
対

し
て
補
助
を

③
校
舎
屋
上
用
小
型
除
雪
機
の
購
入

を④
年
度
途
中
の
職
員
採
用
の
有
無

⑤
湯
沢
i
川
西
の
直
通
、
、
ハ
ス
を
朝
だ

け
で
も
運
行
す
る
よ
う
努
力
を

せ
を
探
求
す
る
た
め
、
社
会
資
本
の

充
実
強
化
を
い
っ
そ
う
促
進
さ
せ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
厳
し
い
財
政
と
住
民
の
二
ー
ズ
と

の
接
点
を
求
め
、
こ
れ
を
解
決
す
る

た
め
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
英
知

を
結
集
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
南
　
雲
　
町
　
長

①川西町では

建
物
だ
け
を
課
税
免

除
し
て
い
る
。
県
の
地
方
課
の
見
解

は
、
敷
地
に
つ
い
て
も
条
例
改
正
を

す
れ
ば
免
除
で
き
る
と
し
て
い
る
。

②
町
と
し
て
は
今
の
と
こ
ろ
特
別
の

対
策
は
実
施
せ
ず
、
農
業
者
自
ら
の

力
で
対
処
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い

る
。

③
昨
年
橘
小
学
校
に
一
台
設
置
し
た
。

機
械
導
入
を
進
め
る
必
要
を
感
じ
て

い
る
。

④
六
十
年
度
は
中
途
採
用
の
予
定
は

な
い
。

⑤
越
後
交
通
と
繰
り
返
し
交
渉
を
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
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◆
登
坂
　
　
茂
議
員

①
克
雪
家
屋
奨
励
の
た
め
、
三
階
建

て
の
一
階
非
住
宅
部
分
を
冬
期
間
減

免
で
き
な
い
か

②
豪
雪
に
よ
る
農
道
除
雪
の
遅
れ
や

災
害
復
旧
負
担
金
が
過
疎
に
拍
車
を

か
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か

③
ふ
れ
あ
い
パ
ッ
ク
事
業
に
関
す
る

特
産
物
の
作
付
け
計
画
は

①
現
行
税
法
上
で
は
減
額
措
置
は
と

れ
な
い
。

②
農
道
の
雪
割
り
は
引
き
続
き
実
施

す
る
。
災
害
復
旧
は
農
地
の
場
合
五

％
の
農
家
負
担
を
お
願
い
し
て
い
る
。

地
す
べ
り
地
域
内
の
道
水
路
に
つ
い

て
は
、
県
営
で
実
施
の
場
合
は
受
益

者
負
担
が
な
い
。
農
業
用
施
設
の
場

合
は
高
率
補
助
適
用
の
と
き
は
三
％

負
担
と
な
る
。

③
都
市
と
の
交
流
と
特
産
物
の
振
興

を
図
る
た
め
ふ
れ
あ
い
パ
ッ
ク
事
業大ぜいの方が総括質疑を傍聴

　
を
計
画
し
た
。
川
西
出
身
者
に
限
ら
…

　
ず
会
員
と
な
っ
て
い
た
だ
き
、
町
の
　
｝

　
昧
と
心
を
お
届
け
し
た
い
。
ま
た
、
　
㎜

　
夏
に
は
緑
と
土
の
に
お
い
、
冬
に
は
…

　
雪
を
楽
し
み
に
お
い
で
い
た
だ
き
た
㎜

　
い
。
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蒸
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・
　
嚇
・
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．
幹
・
⇔
・
⇔
．
⇔
・
⇔
嫡
・
噸
・
⇔
・
⇔
・
⇔
・
⇔
・
｝
飾
・
⇔
・
⇔
・
⇔
q
噂
◎
－
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．
⇔
．
⇔
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⇔
．
⇔
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⇔
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⇔
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⇔
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い
憲
韓
塞
曇
霧
韓
噂
↑
憲
算
憲
襲
嚇
縞
蒼
搭
↑
憲
↑
塞
馨
縷
幹
露
彰
噌
い
露
馨
憲
馨
縷
馨
榊
↑
噌
韓
礁
韓
榊
馨
塞
襲
噂
馨
憲
韓
憲
鵠

①
・
同
倉
小
学
校
閉
校
の
際
は
、
こ
の

　
施
設
を
「
山
村
留
学
」
の
場
に
利
用

　
し
、
都
会
と
の
交
流
を

　
②
水
力
発
電
再
開
発
計
画
の
信
濃
川

　
工
事
局
回
答
に
基
づ
く
対
応
姿
勢
は

③行政

面
か
ら
川
西
ダ
ム
水
規
制
の

①
・
同
倉
小
学
校
は
な
ん
と
か
存
続
さ

　
せ
た
い
。
し
か
し
、
今
の
ま
ま
で
は

　
二
年
後
に
は
児
童
数
零
の
日
が
訪
れ

冨一冊，一一一一一一冒ロ一一一一一雪『一一一冒口甲リド

．
緩
和
を
促
進
さ
れ
た
い

一一ドロ

．
◇
南
雲
町
長

一一

る
。
集
落
の
人
た
ち
の
心
情
を
考
え
、
…

こ
の
事
業
を
表
面
的
に
取
り
上
げ
る

こ
と
は
避
け
た
い
。

②
正
式
な
回
答
は
い
た
だ
い
て
い
な

い
。
こ
れ
ま
で
の
対
応
で
、
国
鉄
は

町
の
基
本
姿
勢
や
住
民
感
情
を
認
識

し
た
も
の
と
考
え
る
。
各
地
区
の
要
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い

望
事
項
を
整
理
し
て
、
将
来
に
禍
根
…

を
残
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。
　
　
…
◆
田
中
与
三
郎
議
員

③川西ダ

ム
の
年
間
最
大
取
水
量
は
㎜
①
企
業
誘
致
と
の
関
連
で
、
パ
ー
ト

四
百
三
十
九
万
立
方
メ
ー
ト
ル
余
で
㎜
タ
イ
マ
ー
に
退
職
金
共
済
制
度
を
設

あ
る
。
六
百
二
十
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
…
け
る
考
え
は

が
ん
が
い
す
る
も
の
と
し
て
認
可
さ
㎜
②
水
難
事
故
が
続
き
、
水
防
訓
練
の

れ
て
い
る
。
一
日
も
早
く
緩
和
さ
れ
㎜
必
要
を
強
く
感
ず
る
が
、
町
考
の
考
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つ
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4
，
◎
，
◎
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◎
。
ぐ
。
◎
．
ぐ
ぐ
，
◎
，
↓
。
ぐ
，
◆
，
◎
．
◆
。
◎
，
◆
。
◆
．

る
よ
う
運
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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◆
高
橋
長
夫
議
員
　

皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

①町

道
委
託
除
雪
拡
大
の
成
果
と
今
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

後
の
方
針
は
　
　
　
　
　
　
　
㎜

◇
南
雲
町
長
　
…

　
①
地
域
の
方
々
か
ら
は
、
か
な
り
き
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
め
細
か
い
除
雪
が
行
わ
れ
て
い
る
と
、
…

　
一
応
の
評
価
を
ち
ょ
う
だ
い
し
た
。
　
…

　
キ
ロ
当
た
り
の
費
用
と
し
て
は
、
昨
…

　
年
が
百
六
十
万
七
千
円
、
本
年
は
百
…

　
五
十
六
万
八
千
円
で
あ
る
。
三
万
九
…

　
千
円
減
っ
て
い
る
が
、
降
雪
量
の
問
㎜

　
題
な
ど
で
単
純
に
は
比
較
で
き
な
い
。
｝

　
今
後
も
委
託
路
線
の
拡
大
の
方
向
で
…

　
い
っ
そ
う
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
㎜

　
し
て
い
き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
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｝

え
は

③
文
化
活
動
の
高
揚
を

◇
南
　
雲
　
町
　
長

①
現
状
で
は
対
象
者
が
少
な
く
難
し

い
。
今
後
の
企
業
誘
致
、
ま
た
そ
れ

に
伴
う
労
働
の
形
態
等
を
考
慮
し
、

必
要
な
場
合
は
た
だ
ち
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
し
て
お
き
た
い
。

②
六
十
年
度
以
降
は
、
建
設
省
十
日

町
出
張
所
管
内
で
会
場
を
持
ち
回
り

で
実
施
す
る
計
画
と
の
こ
と
。
そ
の

際
は
こ
れ
に
協
力
し
た
い
。

③
自
主
的
に
活
動
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

◆
小
林
寅
雄
議
員

①行財

政
改
革
の
現
況
と
今
後
の
姿

勢
は

②
県
単
事
業
予
算
の
削
減
に
伴
う
町
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予
算
へ
の
影
響

③
給
食
施
設
の
統
合
改
善
と
米
飯
給

食
の
拡
大
を

◇
南
　
雲
　
町
　
長

①
川
西
町
は
臨
時
行
財
政
調
米
是
本
を

五
十
六
年
に
発
足
さ
せ
、
そ
の
答
甲

の
中
か
ら
急
を
要
す
る
も
の
、
あ
る

い
は
比
較
的
取
り
組
み
や
す
い
も
の

か
ら
実
施
し
て
き
た
。
事
務
事
業
の

合
理
化
、
遊
休
財
産
の
処
分
な
ど
も

積
極
的
に
行
っ
た
。
六
十
年
度
の
予

算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
臨
調
答
申

の
提
言
に
対
し
て
あ
ら
た
め
て
原
点

に
立
ち
戻
っ
て
対
処
し
て
き
た
。

②川西町は、

土
木
部
門
で
は
県
単

事
業
の
割
合
が
比
較
的
高
い
の
で
、

規
模
の
小
さ
い
土
木
工
事
な
ど
が
か

な
り
の
減
額
と
な
る
。
あ
る
い
は
予

定
さ
れ
て
い
る
県
単
事
業
の
進
ち
ょ

く
度
が
悪
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
町

予
算
へ
の
影
響
は
、
事
業
量
が
減
少

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
町
の
負
担
が
減

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

③
共
同
調
理
場
の
建
設
は
六
十
年
度

に
見
極
め
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
町
内
の
小
・
中
学
校
の
米
飯
給

食
は
週
三
回
で
あ
る
。
こ
れ
を
増
加

さ
せ
る
に
は
現
在
の
施
設
と
人
員
で

は
無
理
で
あ
る
。
共
同
調
理
場
の
建

設
と
並
行
し
て
研
究
す
る
。

（
総
括
質
疑
次
ぺ
ー
ジ
ヘ
）
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総
括
質
疑

◆
桑
原
要
雄
議
員

①
霧
谷
ゴ
ミ
埋
立
地
の
汚
泥
埋
立
問

題
の
そ
の
後

②町民が

気
軽
に
使
用
で
き
る
自
動

血
圧
測
定
器
を
設
置
で
き
な
い
か

③
町
の
出
先
機
関
の
整
理
統
合
の
具

体
案
は

◇
南
　
雲
　
町
　
長

①
本
年
に
入
っ
て
十
日
町
市
か
ら
公

共
下
水
道
汚
泥
処
理
計
画
の
基
本
構

想
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
概
要
は
、
①

処
分
施
設
等
が
建
設
さ
れ
る
ま
で
の

問
（
六
十
四
年
度
目
標
）
脱
水
を
し

て
埋
め
立
て
を
行
う
。
場
所
は
霧
谷

を
お
願
い
し
た
い
。
②
十
日
町
市
に

◆
羽
鳥
欣
一
議
員

①役

場
庁
舎
建
設
の
考
え
は

②
国
鉄
小
千
谷
第
二
発
電
所
建
設
に

伴
う
各
地
区
要
望
の
実
現
方
対
策
は

③
公
共
事
業
（
治
山
関
係
）
の
積
極

推
進
を

◇
南
　
雲
　
町
　
長

①
庁
舎
建
設
の
時
期
で
は
な
い
と
考

え
る
。
現
段
階
で
は
庁
舎
建
設
基
金

を
設
け
る
と
い
う
こ
と
も
申
し
上
げ

に
く
い
。
当
面
は
財
政
力
を
蓄
え
る

こ
と
に
ま
ず
目
標
を
置
き
、
将
来
に

備
え
た
い
。

埋
立
地
の
確
保
が
で
き
な
い
か
。
な
…

ど
と
な
っ
て
い
る
。
町
と
し
て
は
、
　
…

関
係
者
の
意
見
を
十
分
に
踏
ま
え
た
　
㎜

上
で
対
応
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
　
…

と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
直
近
の
室
島
　
…

で
三
月
十
七
日
住
民
協
議
を
行
っ
た
。
…

中
仙
田
か
ら
下
流
の
集
落
に
つ
い
て
　
…

は
、
仙
田
振
興
会
等
の
席
上
で
話
し
　
…

た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

②町民の

健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
　
…

こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
役
場
　
…

の
窓
口
に
設
置
す
る
な
ど
、
前
向
き
　
…

で
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
｝

③
橘
出
張
所
は
職
員
を
引
き
上
げ
る
。
…

上
野
連
絡
所
は
宿
直
を
廃
止
す
る
。
　
一

総合セン

タ
ー
は
社
会
福
祉
協
議
会
　
…

の
事
務
局
に
町
職
員
を
派
遣
し
た
上
　
…

で
管
理
を
委
託
し
た
い
。
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

②町で

集
約
を
し
て
い
る
住
民
の
要

望
．
意
見
と
し
て
は
、
予
測
さ
れ
て

い
る
渇
水
に
対
し
て
の
事
前
補
償
を

万
全
に
施
し
た
上
で
工
事
に
着
手
し

て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
や
、
工
事
用

道
路
の
選
定
と
安
全
な
ど
が
多
い
。

各
地
区
の
要
望
を
集
約
し
て
町
将
来

の
発
展
に
資
す
る
た
め
の
解
決
策
を

検
討
し
、
住
民
の
方
々
に
そ
れ
ら
を

示
す
と
こ
ろ
に
よ
り
進
め
て
い
く
。
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③
今
後
の
治
山
事
業
に
つ
い
て
は
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．
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林
業
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興
地
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整
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計
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の
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示
し
な
が
ら
、
国
鉄
と
接
触
し
た
い
。
…

◆
押
木
元
男
議
員

①
総
合
開
発
計
画
の
人
口
一
万
二
千

人
目
標
に
対
す
る
施
策
は

②町

職
員
数
の
長
期
計
画
（
適
正
規

模
、
採
用
、
職
種
）
は

◇
南
　
雲
　
町
　
長

①
人
口
目
標
一
万
二
千
人
の
設
定
は
、

公
共
施
設
の
遊
休
化
を
防
ぐ
た
め
の

も
の
で
も
あ
る
。
若
年
層
の
定
着
の

◆
戸
田
哲
次
議
員

①母

子
セ
ン
タ
ー
施
設
の
再
検
討
と

総
合
的
な
対
策
は

②
診
療
所
特
別
会
計
の
財
政
悪
化
と

今
後
の
対
応
は

◇
南
　
雲
　
町
　
長

下
に
お
か
れ
て
い
る
カ
、
経
営
の
合

理
化
、
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
る
た
め

の
企
業
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。
六
十

年
度
を
「
診
療
所
経
営
改
善
元
年
」

と
し
た
い
。

た
め
企
業
誘
致
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

土
地
利
用
な
ど
の
点
か
ら
、
な
だ
ら

か
な
人
口
回
復
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

山
野
田
地
内
の
宅
地
造
成
の
問
題
は
、

新
橋
の
建
設
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
向

か
い
た
い
。
観
光
は
松
葉
荘
周
辺
が

中
心
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
ス
キ
ー
場

や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
遊
歩
道
な
ど
を

徐
々
に
整
え
て
い
く
こ
と
が
若
者
の

定
着
に
も
役
立
つ
と
考
え
る
。

｝
◆
滋
野
一
郎
議
員

…
①
県
道
小
千
谷
十
日
町
津
南
線
の
上

…
野
交
差
点
か
ら
小
千
谷
市
ま
で
を
除

…
雪
一
種
路
線
に
格
上
げ
す
る
運
動
を

①
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
四
十
｝

一
年
に
開
設
以
来
、
母
子
衛
生
の
向
…

上
の
た
め
に
役
立
っ
て
き
た
。
助
産
㎜

部
門
は
時
代
の
流
れ
で
年
々
利
用
者
…

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
…

こ
と
で
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。
ま
…

た
施
設
も
損
耗
し
て
い
る
の
で
、
保
…

健
セ
ン
タ
ー
の
新
設
も
課
題
と
な
る
。
…

②
全
国
的
に
も
自
治
体
病
院
は
財
政
…

悪
化
の
傾
向
に
あ
る
。
厳
し
い
情
勢
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
“
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
進
め
る
考
え
は

　
②
「
い
ち
ょ
う
の
里
」
の
実
現
を
大

　
き
な
構
想
の
も
と
に
推
進
し
て
ほ
し

　
い◇

南
　
雲
　
町
　
長

　
①
格
上
げ
を
す
る
場
合
、
県
は
建
設

　
省
と
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
小
千
谷
、
長
岡
方
面
へ
の
交
通
の
増

　
加
は
確
実
に
見
込
ま
れ
る
。
小
千
谷

　
市
と
協
議
し
て
、
十
日
町
・
小
千
谷

　
両
土
木
事
務
所
へ
の
働
き
か
け
を
行

　
い
た
い
。

②町の

中
期
的
な
特
産
物
栽
培
と
し

　
て
「
い
ち
ょ
う
」
を
取
り
上
げ
て
み

　
た
。
今
年
は
砂
坂
（
上
野
）
の
町
有

　
地
に
十
ア
ー
ル
程
度
の
試
験
ほ
を
作

　
り
苗
木
を
植
え
て
、
そ
の
結
果
を
踏

　
ま
え
た
上
で
取
り
組
み
た
い
。
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②町

職
員
数
は
臨
調
答
申
に
よ
っ
て

削
減
し
て
き
た
。
新
採
用
を
抑
制
し

て
き
た
た
め
二
十
歳
代
の
職
員
が
極

め
て
少
な
い
状
況
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
毎
年
必
要
最
小
限
度
の
職
員
を

採
用
し
て
お
か
な
い
と
将
来
の
人
事

管
理
上
問
題
が
起
こ
る
。
適
正
規
模

の
職
員
数
と
な
る
よ
う
努
力
す
る
。

◆
戸
田
専
治
議
員

①
治
雪
（
雪
対
策
）
の
取
り
組
み
は

qD
道
路
の
除
排
雪
の
機
械
化
を
急
げ

ω
屋
根
雪
処
理
方
法
開
発
に
真
剣
に

取
り
組
め

②
人
生
八
十
年
時
代
の
対
応
は

◇
南
　
雲
　
町
　
長

①
q
D
川
西
町
の
立
地
条
件
か
ら
道
路

の
除
排
雪
に
最
も
効
果
的
な
も
の
は

機
械
力
で
あ
る
。
除
雪
計
画
に
適
合

し
た
機
械
力
の
保
有
を
促
進
し
た
い
。

ω
屋
根
雪
処
理
の
方
法
を
専
門
的
に

進
め
る
と
い
う
こ
と
は
単
一
の
町
で

は
難
し
い
。
町
と
し
て
は
、
現
在
実

用
化
を
さ
れ
て
い
る
柳
式
な
ど
の
情

報
を
積
極
的
に
収
集
し
た
い
。
克
雪

住
宅
建
設
融
資
制
度
の
拡
大
も
図
っ

て
い
き
た
い
。

②
具
体
策
は
な
か
な
か
発
見
で
き
な

い
が
、
克
雪
の
問
題
は
前
向
き
に
取

り
組
み
た
い
。

欠
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～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

◆
小
海
貞
二
議
員
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

①町

道
除
雪
委
託
業
者
の
育
成
と
技
…

術
指
導
の
強
化
を

②
住
宅
、
車
庫
等
の
道
路
に
面
し
た

建
築
に
つ
い
て
の
指
導
を

◇
南
　
雲
　
町
　
長

①
今
冬
は
委
託
路
線
を
延
長
し
、
業
…

者
を
増
加
さ
せ
た
。
こ
れ
が
早
期
い

っ
せ
い
除
雪
、
あ
る
い
は
集
中
豪
雪

に
対
し
て
効
果
的
だ
っ
た
。
委
託
業

者
に
は
技
術
を
高
め
る
よ
う
要
請
を

強
め
る
。

②
基
本
的
に
は
道
絡
の
雪
は
行
政
が

排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
、
道
路
に
落
と
し
た
屋
根
雪
ま
で

は
責
任
を
負
え
な
い
。
国
県
道
に
面

し
た
と
こ
ろ
は
土
木
事
務
所
、
町
道

に
面
し
た
と
こ
ろ
は
町
の
指
導
と
な

る
。
建
築
届
の
時
点
に
指
導
す
る
よ

・
つ
に
し
た
い
。

　
◆
小
林
正
人
議
員

　
①
林
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
取
り

　
組
み
は

　
②
渋
海
川
の
河
川
整
備
促
進
を

　
◇
南
　
雲
　
町
　
長

　
①
町
行
分
収
造
林
に
着
手
以
釆
十
年

　
が
経
過
し
た
。
六
十
年
度
か
ら
林
道

　
開
設
、
治
山
事
業
等
に
優
先
対
策
や

　
造
林
事
業
補
助
率
引
き
上
げ
な
ど
の

　
優
遇
を
さ
ら
に
受
け
た
い
と
し
て
、

　
体
の
林
業
振
興
を
図
る
こ
と
に
な
っ

　
た
。
人
工
林
率
三
〇
％
達
成
を
七
十

　
二
年
度
目
標
と
し
、
毎
年
三
十
ヘ
ク

　
タ
ー
ル
の
新
植
を
実
施
し
て
い
く
。

　
②
底
止
め
工
事
や
護
岸
工
事
は
、
採

　
択
基
準
に
合
わ
ず
実
現
し
な
い
。
現

　
実
の
問
題
と
し
て
は
災
害
復
旧
で
対

　
処
す
る
の
が
い
ち
ば
ん
の
早
道
と
感

…
じ
て
い
る
。

一騨一傅曙一曹讐1一一一，一一一一騨一一一冒一一哺O一一甲一騨一〇一一騨じの

．
林
業
振
興
地
域
指
定
を
受
け
、
町
全

O申囎一一一一噂〇一一卿一〇甲O一一曹一〇，一一〇一●一匂一一一一鴨曹一一「1冒一聯響餌一一

　
川
西
町
議
会
議
員
の
登
坂
茂
さ
ん

（
岩
瀬
）
は
、
こ
の
た
び
全
国
町
村

議
会
議
長
会
の
議
員
十
五
年
以
上
在

職
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
町
村
の
議
会
議
員

と
し
て
多
年
に
わ
た
り
在
職
し
、
町

村
自
治
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

人
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
登
坂
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
四
年
に

町
議
会
議
員
に
初
当
選
し
、
現
在
四

期
目
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
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◆
平
野
圭
二
議
員

①
企
業
誘
致
は
町
の
運
命
を
左
右
す

る
も
の
と
考
え
る
が
、
そ
の
展
望
は

②
入
札
に
伴
う
談
合
等
の
防
止
に
ど

の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
か

◇
南
　
雲
　
町
　
長

①プレ

ス
金
型
の
製
造
を
す
る
川
西

工
業
は
、
本
年
の
消
雪
を
待
っ
て
工

登
坂
茂
さ
ん

全
国
町
村
議
会

議
長
会
の
表
彰
を
受
賞

◆
高
橋
弥
太
郎
議
員

①
ふ
れ
あ
い
パ
ッ
ク
事
業
の
取
り
組

み
方

②
広
域
林
道
計
画
（
川
西
－
津
南
間
）

に
取
り
組
む
考
え
は

◇
南
　
雲
　
町
　
長

①
ふ
る
さ
と
パ
ッ
ク
事
業
は
ふ
る
さ

と
運
動
の
一
環
で
あ
る
。
都
会
の
人

に
ふ
る
さ
と
の
味
と
い
な
か
の
香
り
、

そ
れ
に
素
朴
の
心
を
届
け
る
も
の
で

あ
る
。
町
・
農
協
・
商
工
会
の
三
者

で
構
成
す
る
「
ふ
れ
あ
い
パ
ッ
ク
委

員
会
」
が
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
で
実

施
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

②
「
仮
称
妻
有
広
域
基
幹
林
道
」
と

し
て
、
中
魚
沼
治
山
林
道
協
会
が
、

刈
羽
郡
、
東
頸
城
郡
の
関
係
町
村
に

呼
び
か
け
、
六
十
一
年
度
か
ら
調
査

路
線
に
な
る
よ
う
運
動
を
進
め
る
話

が
で
き
て
い
る
。
小
千
谷
林
業
事
務

所
の
指
導
を
仰
ぐ
段
階
に
入
っ
た
。

川
西
分
は
東
頸
城
と
刈
羽
と
の
郡
境

十
三
．
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
。

場
建
設
に
着
手
す
る
。
場
所
は
川
西

高
校
の
西
側
で
あ
る
。
秋
に
は
創
業

し
た
い
と
の
こ
と
。
大
東
紡
織
に
つ

い
て
も
早
め
に
調
印
を
し
た
い
。
次

代
を
担
う
若
者
が
地
域
に
定
着
で
き

る
環
境
を
急
ぐ
こ
と
が
最
も
重
要
で

あ
る
。
こ
の
た
め
若
い
人
に
魅
力
の

あ
る
多
様
な
職
場
を
今
後
も
積
極
的

に
誘
致
す
る
必
要
が
あ
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　ゴ　じ　ロ　ロ　　　　ハ　ロ　ロ　　　　　ロ　り　　　　ロロ　ロ　ロコ

　　　予算成立の時　　　　l　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　l　＊総括質疑の掲載は、紙面　：
　一般会計と7つの特別会計の　　i　　の都合で質問順ではあり　i
採決が3月27日に行われ、それ　，i　　ません。　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
ぞれ原案どおり可決されました。　三一一一一一一一……一一…一一一一［

②
談
合
防
止
と
い
う
観
点
か
ら
は
一

般
競
争
入
札
が
好
ま
し
い
。
し
か
し

手
続
き
な
ど
の
点
か
ら
、
ほ
と
ん
ど

の
自
治
体
が
指
名
競
争
入
札
の
方
式

を
と
っ
て
い
る
。
信
用
の
あ
る
者
、

誠
実
の
者
を
町
が
指
名
し
て
い
る
こ

と
を
わ
き
ま
え
、
入
札
に
参
加
す
る

よ
う
要
望
す
る
。
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第
二
回
町
議
A
至
疋
例
会
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

の
時
間
を
新
年
度
予
算
の
審
議
に
割
き
ま
し
た

が
、
ほ
か
に
も
条
例
の
改
正
や
五
十
九
年
度
会

計
の
補
正
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

告報

固
定
資
産
税
が

　
　
　
い
く
ぶ
ん
安
く
な
り
ま
す

条
例
関
係

▼
町
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

　
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
四
月
か
ら
議
長
の
報
酬
が
月
額
十

五
万
四
千
円
、
副
議
長
が
十
二
万
一

千
円
、
常
任
委
員
長
が
十
一
万
一
千

固定資産評価
　審査委員会委員に

高橋重英氏を再選

す円
○　 、

議
員
が
十
万
八
千
円
と
な
り
ま

▼
特
別
職
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
改
正

　
十
月
か
ら
町
長
が
月
額
四
十
八
万

五
千
円
、
助
役
が
三
十
八
万
円
、
収

入
役
が
三
十
六
万
五
千
円
と
な
り
ま

の黙籔イ1童欝謙1
　　　　　　　　　　　　　　　　む3月31日に満了しますので、再　1
び選任したい旨町長の提案があ　1

り、議会はこれに同意しました。　1

讐・鷺丸一一＿♂ノ

す
。

▼
教
均
具
女
員
会
教
育
長
の

給
与
及
び
勤
務
時
間
等

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

教
育
長
の
給
料
月
額
は

四
月
か
ら
三
十
二
万
一
千

円
と
な
り
ま
す
。

▼
税
条
例
の
一
部
改
正

　
固
定
資
産
税
の
税
率
が

百
分
の
一
・
七
か
ら
百
分

の
一
・
六
に
な
り
ま
す
。

ほ
か
に
は
、
た
ば
こ
消
費
税
関
係
の

改
正
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

▼
保
育
園
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　
上
野
保
育
園
の
定
員
を
九
十
人
か

ら
八
十
人
に
、
南
原
保
育
園
を
五
十

人
か
ら
四
十
五
人
に
、
仙
田
保
育
園

を
八
十
人
か
ら
六
十
人
に
そ
れ
ぞ
れ

減
ら
し
ま
す
。

▼
幼
稚
園
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　
幼
稚
園
の
保
育
料
が
年
額
九
万
六

千
円
に
な
り
ま
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
賦
課
限
度
額
を
二
十
八
万
円
か
ら

三
十
五
万
円
に
改
め
て
い
ま
す
。

▼
地
域
休
養
施
設
の
設
置
及
び
管
理

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
奉
仕
料
を
徴
収
基
準
額
の
百
分
の

十
い
た
だ
き
ま
す
。
使
用
料
等
の
減

免
が
加
え
ら
れ
、
町
内
の
各
種
農
業

組
織
に
よ
る
使
用
、
町
内
住
民
で
組

織
す
る
団
体
に
よ
る
使
用
、
町
長
が

必
要
と
認
め
た
使
用
に
つ
い
て
は
、

徴
収
基
準
額
の
百
分
の
十
を
限
度
と

し
て
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
総
合
セ
ン
タ
ー
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
な
ど
、

十
件
の
条
例
改
正
が
あ
り
ま
し
た
。

，雛iilii妻…塞iii糞i藷灘

松
葉
荘
の
予
算

　
　
　
一
億
円
台
に

補
正
予
算

▼
五
十
九
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
牌
弟
⊥
ハ
ロ
万
）

　
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
十
六
万
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
二
十
九
億

八
千
二
百
万
四
千
円
と
し
ま
し
た
。

予
備
費
な
ど
を
操
作
し
、
十
日
町
新

聞
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
購
入
費
な
ど

に
充
て
ま
し
た
。

▼
五
十
九
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
七
号
）

　
千
六
百
十
九
万
七
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二

十
九
億
九
千
八
百
二
十
万
一
千
円
と

し
ま
し
た
。

　
歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
が
七
千

二
百
十
五
万
七
千
円
増
え
、
財
政
調

整
基
金
繰
入
金
を
六
千
百
万
円
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
繰
出
金
と
仙
田
へ
き

地
出
張
診
療
所
特
別
会
計
繰
出
金
が

そ
れ
ぞ
れ
千
二
百
五
十
万
円
増
え
た

こ
と
な
ど
で
す
。

▼
五
十
九
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
　
　
（
第
四
号
）

　
千
四
百
七
十
九
万
一
千
円
追
加
し
、

予
算
総
額
を
四
億
八
壬
二
百
七
十
四

万
二
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別
会
計

に
千
三
百
五
十
万
円
繰
り
出
し
ま
し

た
。▼

五
十
九
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計

　
補
正
予
算
　
　
（
第
一
号
）

　
予
算
総
額
の
増
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。

老
人
保
健
医
療
費
等
繰
入
金
の
五
十

八
年
度
分
精
算
の
た
め
で
す
。

▼
五
十
九
年
度
国
民
健
康
保
険
診
療

　
所
特
別
会
計
補
正
予
算
　
　
（
第
二

号
）

　
こ
ち
ら
も
総
額
の
増
減
は
あ
り
ま

せ
ん
。
診
療
収
入
の
不
足
分
を
国
保

会
計
か
ら
繰
り
入
れ
ま
し
た
。

▼
五
十
九
年
度
仙
田
へ
き
地
出
張
診

　
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算
　
　
（
第

　
二
号
）

　
総
額
の
変
更
は
し
な
い
で
、
診
療

収
入
の
不
足
分
を
一
般
会
計
か
ら
繰

り
入
れ
ま
し
た
。

▼
五
十
九
年
度
地
域
休
養
施
設
特
別

会
計
補
正
予
算
　
　
（
第
四
号
）

　
三
百
万
円
の
追
加
で
、
予
算
総
額

を
一
億
百
八
十
一
万
三
千
円
と
し
ま

し
た
。

　
一
般
会
計
か
ら
一
二
百
万
円
を
繰
り

入
れ
、
事
業
費
に
充
て
ま
し
た
。
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←一人ロ動態調査にご協力を

保健福祉の向上に

役立たせます

　
厚
生
省
で
は
人
口
動
態
調
査
を
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は

皆
さ
ん
か
ら
の
出
生
、
死
亡
、
死
産
、

婚
姻
、
離
婚
の
各
届
書
を
も
と
に
、

人
口
の
動
き
を
調
べ
る
も
の
で
す
が
、

国
勢
調
査
の
行
わ
れ
る
年
だ
け
は
、

そ
こ
に
職
業
名
を
記
入
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

死
亡
届
に
は
、
併
せ
て
産
業
名
も
記

入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
今
後
の
保
健
福
祉
の

向
上
に
役
立
た
せ
る
た
め
の
統
計
資

料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。
今
年
は

国
勢
調
査
の
年
に
当
た
る
た
め
、
記

入
に
つ
い
て
ご
め
ん
ど
う
を
か
け
ま

す
が
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　
調
査
方
法
、
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
調
査
期
間
】

　
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
六
十

一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年
間

【
調
査
対
象
者
】

　
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・
離

婚
届
を
出
さ
れ
る
方
々

【
調
査
方
法
】

　
各
届
書
を
出
す
と
き
に
、
そ
れ
ぞ

れ
職
業
名
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
職
業
名
は
具
体
的
に
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。
例
え
ば
「
会
社
員
」
の

方
は
一
般
事
務
員
、
設
計
技
師
と
い

う
よ
う
に
、
　
「
工
員
」
の
方
は
製
鉄

工
、
自
動
車
整
備
士
と
い
う
よ
う
に

書
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
　
「

公
務
員
」
の
方
も
郵
便
外
務
員
、
会

計
事
務
員
と
い
う
よ
う
に
具
体
的
に

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
死
亡
届
に
は
、
農
業
、
建
設

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
と
い
っ
た
産
業
名

も
併
せ
て
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
役
場
住
民
係
に
「
出
生
届
、
死
亡

届
、
死
産
届
、
婚
姻
届
、
離
婚
届
を

さ
れ
る
方
に
お
願
い
」
の
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、

参
考
に
し
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

出　　廻6　1
生　r6　臨之＾
届　野．／ジ．－

、4鯉轟購
　σ　　　　　、
　　　　λo動憾調査

　　　　　一

納休
め険

終料
わ
つ

　
国
民
年
金
の
加
入
者
の
皆
さ
ん

〃
”
昨
年
四
月
分
か
ら
本
年
三
月

分
ま
で
の
保
険
料
は
納
め
終
え
ま

し
た
か
。

　
四
月
三
十
日
ま
で
な
ら
、
納
め

忘
れ
て
い
た
保
険
料
は
役
場
の
窓

口
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
日
を
過
ぎ
る
と

規
則
に
よ
り
、
役
場
の
窓
口
で
納

め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
直
接
社
会
保
険
事
務

所
に
出
向
い
て
納
め
る
か
、
ま
た

は
納
付
書
を
作
成
し
て
も
ら
い
、

最
寄
り
の
金
融
機
関
で
払
い
込
ん

で
も
ら
う
と
い
っ
た
た
い
へ
ん
手

間
の
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
未
納
期
間
が
長
く
な
る
と
、
一

度
に
多
額
の
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
に
な
り
、
ま
す
ま
す
納
め
に
く

く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
民
年
金
に
は
、
不
幸

に
し
て
ご
主
人
が
亡
く
な
っ
た
り
、

不
慮
の
事
故
に
遭
っ
た
と
き
の
た

め
に
、
母
子
年
金
や
障
害
年
金
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
年
金
が
受
け
ら
れ
る

か
ど
う
か
は
、
母
子
状
態
と
な
っ

て
い
つ
も
安
心

　
ヤ～

く
し

　
ノ

た
日
、
あ
る
い
は
初
め
て
医
者
に

か
か
っ
た
日
の
前
月
に
お
い
て
、

一
定
の
保
険
料
が
納
ま
っ
て
い
た

か
ど
う
か
が
一
つ
の
条
件
に
な
り

ま
す
。

　
年
金
は
、
あ
な
た
の
た
い
せ
つ

な
財
産
で
す
。
常
に
納
期
限
内
に

納
め
る
こ
と
を
心
が
け
て
お
き
、

万
一
の
と
き
に
「
忘
れ
て
い
た
」

と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

納め忘れのないよう

保険料の

前納制度はいかが

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、
月

月
納
め
る
手
間
が
省
け
、
つ
い
う

っ
か
り
の
納
め
忘
れ
も
防
げ
ま
す
。

ま
た
保
険
料
も
普
通
な
ら
一
か
月

六
千
七
百
四
十
円
、
一
年
問
で
は

八
万
八
百
八
十
円
に
な
り
ま
す
が
、

四
月
に
一
年
前
納
し
た
場
合
は
七

万
八
千
九
百
三
十
円
で
、
千
九
百

五
十
円
が
割
引
に
な
り
ま
す
。

　
四
月
は
、
保
険
料
を
前
納
す
る

場
合
の
良
い
時
期
で
す
。
皆
さ
ん

も
こ
れ
を
機
会
に
コ
年
前
納
」

に
切
り
替
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
一
年
前
納
し
た
場
合
の
保
険
料

額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
定
額
保
険
料
七
八
、
九
三
〇
円

・
付
加
保
険
料
　
四
、
六
八
○
円

・
定
額
保
険
料
＋
付
加
保
険
料

　
　
　
　
　
　
八
三
、
六
一
〇
円

　
詳
し
く
は
、
役
場
の
住
民
係
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。ロロ〔

口q二

国
民
年
金
の
保
険
料
を
、
一
年

分
一
括
し
て
前
納
で
き
る
制
度
が

あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
鱒

欝

　
　
誇

　
　
●
．

保険料は前納できます
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旧
千
手
中
体
育
館
で
七
月
操
業
の
見
込
み

　
大
東
紡
織
株
式
会
社
（
本
社
”
東

京
都
中
央
区
日
本
橋
堀
留
）
の
工
場

進
出
が
本
決
ま
り
と
な
り
、
今
月
八

日
に
、
協
定
書
の
調
印
、
契
約
書
の

取
り
交
わ
し
を
終
え
ま
し
た
。

　
大
東
紡
織
の
誘
致
に
つ
い
て
は
、

昨
年
春
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
も
の

で
、
約
一
年
を
か
け
て
決
定
に
こ
ぎ

着
け
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

進
出
す
る
工
場
の
位
置
は
、
大
字

　
　
協
定
書
に
調
印
し
、
町
長
と

　
握
手
を
す
る
大
東
紡
織
の
福
田

　
常
務
（
左
）

上
新
井
八
九
ー
一
で
、
こ
れ
ま
で
町

で
普
通
財
産
と
し
て
管
理
し
て
き
た

旧
千
手
中
学
校
体
育
館
を
同
社
に
賃

貸
し
、
大
東
紡
織
で
は
、
こ
れ
を
改

装
し
て
操
業
す
る
も
の
で
す
。
工
場

名
は
大
東
紡
織
株
式
会
社
新
潟
工
場

と
決
ま
り
ま
し
た
。

　
今
回
決
ま
っ
た
こ
の
工
場
は
、
同

社
鈴
鹿
工
場
の
分
工
場
と
し
て
、
羊

毛
ふ
と
ん
を
中
心
と
す
る
寝
装
品
を

も
っ
ぱ
ら
製
造
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
八
日
当
日
は
、
大
東
紡
織
の
本
社

か
ら
福
田
常
務
、
深
井
紡
織
事
業
部

長
、
鈴
鹿
工
場
か
ら
秋
山
工
場
長
な

ど
が
訪
れ
、
町
議
会
小
林
副
議
長
（

議
長
の
代
理
）
、
馬
場
商
工
会
長
な

ど
の
立
ち
会
い
の
も
と
に
、
南
雲
町

長
と
企
業
進
出
に
関
す
る
協
定
書
の

調
印
、
土
地
建
物
の
賃
貸
借
契
約
の

締
結
に
臨
み
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
そ
の
あ
と
た
だ
ち
に
、

工
場
予
定
地
で
起
工
式
が
行
わ
れ
、

七
月
上
旬
の
操
業
開
始
に
向
け
て
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
当
初
の
採
用
予
定
者
は
十

数
人
（
う
ち
、
男
子
二
～
三
人
）
で
、

職
業
安
定
所
等
を
通
じ
て
募
集
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

土地、建物の

売買契約を結ぶ

　
新
会
社
と
し
て
川
西
町
に
誕
生
す

る
こ
と
に
な
っ
た
株
式
会
社
川
西
工

業
も
、
会
社
創
設
に
向
け
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
今
月
一
日
に
は
、
親
会
社
で
あ
る

株
式
会
社
キ
ツ
ダ
の
橘
田
代
表
取
締

役
社
長
と
中
村
総
務
部
長
、
そ
れ
に

関
連
会
社
の
米
沢
放
電
工
業
株
式
会

社
石
丸
取
締
役
が
役
場
を
訪
れ
、
町

長
室
で
、
町
と
土
地
、
建
物
の
売
買

契
約
を
結
び
ま
し
た
。

　
土
地
は
、
川
西
高
校
の
西
側
に
あ

る
町
有
地
三
千
八
百
六
十
二
平
方
メ契約書にサインする橘田社長（手前）

ー
ト
ル
、
建
物
は
、
旧
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
す
。

　
川
西
工
業
は
、
各
種
電
子
部
品
の

プ
レ
ス
用
金
型
を
製
造
す
る
会
社
で

す
。　

雪
消
え
を
待
っ
て
工
場
建
設
に
着

手
し
、
秋
に
は
創
業
し
た
い
と
の
こ

と
で
す
。

5
月
－
日
は

商
業
統
計

　
　
　
調
太
且
の
日

す
べ
て
の
商
店
が
対
象

　
通
商
産
業
省
で
は
、
昭
和
六
十
年

五
月
一
日
現
在
で
商
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
　
“
商
業
の
国
勢
調

査
”
と
も
い
わ
れ
る
も
の
で
、
わ
が

国
の
商
店
の
分
布
状
況
や
販
売
活
動

の
実
態
お
よ
び
商
品
の
全
国
的
な
流

通
状
況
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

全
国
の
卸
売
業
、
小
売
業
を
営
ん
で

い
る
す
べ
て
の
商
店
を
対
象
に
行
わ

れ
ま
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、
国
や
都
道
府
県
、

市
区
町
村
に
お
け
る
商
業
の
育
成
、

流
通
機
構
の
近
代
化
な
ど
の
施
策
を

進
め
る
う
え
で
重
要
な
基
礎
資
料
と

し
て
多
く
の
分
野
で
利
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
各
商
店
が
経
営
指
針
を
作
る

際
に
も
広
く
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
調
査
は
、
都
道
府
県
知
事
か
ら
任

命
さ
れ
た
商
業
統
計
調
査
員
が
、
商

店
を
直
接
訪
問
し
、
調
査
票
に
記
入

し
て
い
た
だ
い
て
回
収
す
る
と
い
う

方
法
で
行
い
ま
す
。

　
提
出
さ
れ
る
調
査
票
は
、
統
計
法

に
よ
り
厳
重
に
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
正
確
な
申
告
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
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西
町
の
県
会
議
員

　
明
治
維
新
以
後
、
川
西
町
が
生
ん

だ
政
治
家
（
県
会
議
員
）
に
目
を
向

け
る
と
、
だ
れ
も
が
教
育
、
文
化
、

産
業
、
土
木
な
ど
近
代
社
会
の
基
盤

づ
く
り
に
ほ
ん
走
し
、
郷
土
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
い

私
財
を
な
げ
う
っ
て
「
井
戸
塀
」
的

に
貢
献
し
て
く
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
地
方

民
会
（
県
議
会
の
前
身
）
が
開
か
れ

た
と
き
、
県
令
楠
本
正
隆
の
目
に
か

な
っ
て
初
代
の
議
員
に
選
ば
れ
た
の

は
、
第
十
二
大
区
（
旧
中
魚
沼
郡
）

の
副
大
区
長
で
計
算
掛
の
丸
山
順
一

郎
（
新
町
新
田
）
で
あ
っ
た
。

　
十
三
年
に
公
選
で
議
員
と
な
っ
た

田
戸
の
押
木
良
平
（
仙
田
村
戸
長
、

村
長
歴
任
）
は
、
以
後
も
再
選
さ
れ

て
活
躍
し
、
ま
た
、
こ
の
年
執
行
さ

れ
た
補
欠
選
挙
で
は
下
平
新
田
の
清

水
荘
太
（
初
代
上
野
村
長
）
が
当
選

し
た
。
二
十
五
年
に
は
中
屋
敷
の
半

藤
泰
三
（
初
代
千
手
町
村
長
）
が
議

員
と
な
り
、
三
十
四
年
に
当
選
し
た

上
野
の
星
名
佐
藤
治
（
大
地
主
）
は

三
期
を
県
政
界
に
君
臨
し
た
。

　
大
正
期
は
四
年
（
一
九
一
五
）
に

室
島
の
増
田
定
助
（
六
代
仙
田
村
長
）

が
当
選
。
昭
和
に
入
る
と
二
年
（
一

九
二
七
）
に
小
白
倉
の
田
中
信
一
（

十
代
仙
田
村
長
）
と
室
島
の
増
田
克

治
（
十
三
代
仙
田
村
長
）
が
、
六
年

に
は
水
口
沢
の
川
崎
氾
三
（
越
ケ
沢

出
身
の
名
医
）
が
議
員
と
な
っ
て
活

躍
し
た
。
戦
後
は
二
十
二
年
（
一
九

四
七
）
に
、
東
善
寺
の
北
村
基
が
農

業
関
係
団
体
の
圧
倒
的
な
支
持
を
受

け
て
当
選
し
て
い
る
。

　
　
　
田
中
政
治
の
県
会
計
摘

　
郡
区
編
成
法
が
施
行
（
明
治
十
二

年
）
さ
れ
る
と
、
郡
会
議
員
に
連
続

当
選
し
、
中
魚
沼
郡
長
も
務
め
た
小

白
倉
の
田
中
政
治
（
信
一
の
父
、
仙

田
村
長
在
職
中
に
死
亡
）
が
、
自
由

派
、
国
権
派
、
改
進
派
に
分
か
れ
て

　
　
　
　
　
　
よ
サ
つ
ら
ん
き

政
党
私
争
す
る
揺
藍
期
の
新
潟
県
会

を
紆
摘
し
た
の
は
明
治
二
十
八
年
十

二
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
田
中
が
全

議
員
に
突
き
つ
け
た
評
摘
書
へ
別
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
か
い

は
、
当
時
の
県
政
界
を
震
骸
さ
せ
た

ば
か
り
で
な
く
、
　
「
魚
沼
の
仙
田
に

田
中
あ
り
」
と
し
て
県
内
の
壮
士
を

奮
起
さ
せ
た
と
い
う
。

　
　
新
潟
県
会
ノ
稜
状
醜
態
ヲ
許
摘

　
　
シ
テ
議
員
ノ
反
省
ヲ
促
カ
ス

　
新
潟
県
会
ハ
　
ニ
三
正
義
ノ
士
ヲ

除
ク
ノ
外
蓋
ク
腐
敗
ノ
淵
二
沈
ミ
タ

リ
　
情
実
ノ
縄
二
縛
サ
レ
タ
リ
　
政

党
私
事
ノ
為
二
其
眼
眩
ミ
タ
リ
宴

饗
贈
遣
ノ
為
二
其
心
酔
エ
タ
リ
　
而

シ
テ
人
ノ
知
ル
者
ナ
シ
ト
思
ヒ
　
醜

然
ト
シ
テ
議
場
二
立
テ
リ
　
然
レ
ト

モ
越
佐
百
八
十
万
人
堂
二
蓋
ク
盲
聾

ナ
ラ
ン
ヤ
　
天
知
ル
　
地
知
ル
　
人

知
ル
　
我
知
ル
　
其
ノ
汚
械
ノ
状
随

醜
ノ
態
之
レ
ヲ
看
破
ス
ル
モ
ノ
無
カ

ラ
ン
ヤ
　
請
フ
　
試
ミ
ニ
汚
磯
随
醜

嘔
吐
ヲ
催
ホ
ス
ヘ
キ
者
ノ
ニ
一
ニ
ヲ
左

二
摘
発
セ
ン

　
土
木
議
事
二
就
テ
　
自
由
派
議
員

力
十
日
町
線
ノ
原
案
二
賛
成
ヲ
表
セ

ン
ト
ス
ル
者
ハ
何
ノ
為
ソ
ー
中
略
－

新
潟
派
ノ
目
的
ヲ
達
セ
シ
メ
タ
ル
功

労
二
酬
エ
ン
ト
云
フ
ニ
外
ナ
ラ
ス

鳴
呼
　
自
由
派
議
員
ハ
何
ノ
心
得
ソ

正
義
ノ
士
ヲ
排
シ
テ
県
下
ノ
公
益
ヲ

顧
ミ
ス
　
斯
ル
無
節
操
ナ
ル
筒
井
主

義
ノ
者
二
忠
義
立
テ
シ
テ
　
以
テ
数

万
円
ナ
ル
人
民
ノ
膏
血
ヲ
無
用
ノ
私

道
二
注
カ
ン
ト
欲
ス
　
其
随
其
醜
実

二
見
ル
ニ
忍
ヒ
サ
ル
者
ア
リ

　
国
権
派
議
員
力
十
日
町
線
ヲ
賛
成

ス
ル
所
以
ノ
モ
ノ
ハ
如
何
ー
中
略
－

政
党
私
事
ノ
為
二
宴
饗
贈
遣
ノ
盛
ン

ナ
ル
カ
為
二
　
其
偏
僻
ニ
シ
テ
無
用

ノ
道
路
ナ
ル
ヲ
知
リ
ツ
・
自
ラ
称
シ

テ
実
地
ヲ
知
レ
リ
ト
為
シ
ー
中
略
－

　
改
進
派
議
員
ノ
該
線
ヲ
賛
成
ス
ル

所
似
ノ
者
ハ
何
ソ
　
彼
等
ハ
豪
族
組

織
ノ
政
党
ナ
ル
ヲ
以
テ
ー
中
略
i

夜
々
鍋
茶
屋
其
他
二
宴
席
ヲ
設
ケ

議
員
ヲ
招
聰
シ
　
運
動
者
ヲ
懇
待
シ

酒
色
ヲ
以
テ
議
員
ノ
心
腸
ヲ
蕩
ラ
カ

ス
事
ヲ
之
レ
努
メ
　
以
テ
之
レ
カ
賛

成
ヲ
買
ヒ
タ
ル
ニ
外
ナ
ラ
ス
　
而
シ

テ
彼
レ
カ
宴
饗
贈
遣
ノ
費
額
ハ
鍋
茶

屋
ノ
ミ
ニ
シ
テ
三
百
有
余
円
ノ
巨
額

二
達
セ
ル
ヲ
知
ル
　
斯
ル
方
法
二
由

ツ
テ
賛
成
ヲ
買
ヒ
　
斯
ル
魔
酔
剤
ノ

為
二
賛
成
ヲ
表
シ
、
ー
中
略
ー

　
以
上
ノ
外
　
其
ノ
醜
態
筆
ヲ
汚
カ

ス
ニ
忍
ヒ
サ
ル
者
枚
挙
ス
ル
ニ
逞
マ

ア
ラ
ス
　
鳴
呼
　
今
日
ノ
県
会
ハ
ニ

三
正
義
ノ
士
ヲ
除
ク
ノ
外
之
レ
ヲ
百

鬼
夜
行
ト
云
ハ
ン
乎
　
之
レ
ヲ
糞
桶

燗
肉
ノ
行
列
ト
云
ハ
ン
カ
　
將
タ
射

狼
狗
鼠
ノ
共
進
会
ト
謂
ハ
ン
乎
　
殆

ン
ト
之
レ
ヲ
名
状
ス
ル
ノ
辞
ヲ
知
ラ

サ
ル
也
　
而
シ
テ
観
然
ト
シ
テ
百
八

十
万
民
ノ
代
議
員
ト
呼
フ
　
何
ソ
其

面
皮
鉄
ノ
如
キ
ノ
甚
シ
キ
ヤ
　
県
下

百
八
十
万
民
衆
二
代
ッ
テ
柳
力
県
会

ノ
汚
稜
醜
随
ヲ
掃
蕩
シ
　
県
民
ノ
不

幸
ヲ
救
ハ
ン
ト
ス
　
否
血
気
ア
ル

県
民
ト
シ
テ
誰
力
起
ッ
テ
之
ヲ
攻
メ

サ
ル
モ
ノ
ア
ラ
ン
ヤ

　
更
二
一
歩
ヲ
進
メ
テ
　
各
党
各
派

ノ
弊
害
ト
　
現
議
員
中
各
個
ノ
内
肛

ヲ
許
カ
ハ
数
万
言
ヲ
費
ヤ
ス
モ
尚
且

ッ
墨
キ
ス
　
故
二
左
ノ
標
目
ヲ
掲
ヶ

テ
各
位
ノ
注
意
ヲ
促
ス
　
我
傍
ノ
期

ス
ル
所
ハ
　
判
ヲ
公
廷
二
争
フ
ノ
時

ア
ラ
ハ
挙
証
明
実
二
務
ム
ル
ノ
ミ
ナ

ラ
ス
　
満
腔
ノ
憤
慨
ヲ
訴
ヒ
　
其
事

実
ヲ
暴
露
ス
ル
ニ
封
シ
テ
白
子
ノ
長

キ
ヲ
厭
ハ
ス
　
県
民
ヲ
シ
テ
遺
憾
ナ

キ
ヲ
期
ス
ヘ
シ

一
、
常
置
委
員
ノ
職
務
ヲ
濫
用
シ
テ

　
越
佐
会
運
動
ノ
始
末

一
、
委
員
中
土
木
請
負
者
ト
ノ
結
托

一
、
議
員
ト
シ
テ
金
銭
物
品
ノ
収
賄

　
山
ノ
如
シ

一
、
議
員
各
賛
成
ノ
交
換
条
件
付
賛

　
成
ハ
県
下
ノ
利
害
ヲ
顧
ミ
サ
ル
事

一
、
議
員
ノ
不
節
操
破
廉
恥
数
件

一
、
議
員
ノ
党
争
派
略
ハ
県
会
ノ
神

　
聖
ヲ
侵
ス

一
、
新
潟
三
新
聞
ハ
　
各
派
ノ
機
関

　
ト
シ
テ
己
レ
ノ
欲
セ
サ
ル
ノ
寄
書

　
ヲ
容
レ
ス
　
陰
然
議
員
ノ
醜
行
ヲ

　
隠
蔽
庇
保
ス
ル
事

　
以
上
ハ
　
各
事
実
ヲ
樋
カ
メ
証
拠

充
分
ナ
リ
　
乞
フ
正
義
ノ
諸
士
ヨ

同
僚
ノ
好
ミ
ヲ
以
テ
其
罪
ヲ
責
メ
ヨ

各
議
員
ハ
亦
タ
　
自
己
ノ
良
心
二
照

ラ
シ
テ
各
々
反
正
セ
ヨ
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豪罐緯臥
＿艦1血血ゆ

　雪消えも間近（8日午前9時
現在残雪119cm）となりました。
　そろそろ残雪の中からぶなが

芽吹くころです。

　ぜんまいやうど、それにかえ

るやへびたちも地上に出られる

日を今や遅しと待っていること

％
よ
月
行
学
で
を
心

しで

　4月は、田丁にもフレッシュな

顔が行き来します。その代表者

は小学校の新1年生といったと
ころで’しょうか。

　車を運転の皆さんは、思いや

りの心でハンドルを握ってくだ
さい。

ぞうり、わらじに人気

上越新幹線

　　上野駅開業記念行事で

　
三
月
十
四
日
に
上
越
新
幹
線
が
上

野
駅
乗
り
入
れ
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
を
記
念
し
多
彩
な
行
事
が
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
川
西
町
も
上
野
不
忍
池
周
辺
で
の

「
に
い
が
た
村
観
光
物
産
フ
ェ
ア
」

に
参
加
し
た
り
、
越
後
湯
沢
駅
で
「

ふ
る
さ
と
芸
能
」
や
「
児
童
絵
画
展
」

を
開
い
た
り
し
ま
し
た
。

　
十
四
日
か
ら
十
七
日
に
か
け
て
行

わ
れ
た
物
産
フ
ェ
ア
で
は
、
中
仙
田

ニ
コ
ニ
コ
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
ワ

ラ
工
芸
品
の
実
演
と
即
売
」
が
好
評

で
、
特
に
ぞ
う
り
と
わ
ら
じ
に
入
気

が
集
ま
り
、
四
上
々
の
売
れ
行
き
で
し

た
。

上野でも人気の「川西のアジ」

川
西
に
い
が
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に

県
知
事
か
ら
の
感
謝
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
環
境
美
化
協
力
団
体
と
し
て

　
先
月
十
八
日
、
新
潟
市
で
行
わ
れ

た
県
空
き
缶
問
題
懇
談
会
の
席
上
、

川
西
に
い
が
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

は
、
五
十
九
年
度
県
環
境
美
化
協
力

団
体
と
し
て
、
県
知
事
表
彰
を
受
賞

　
　
　
蒙
撫
難
賜

　
　
　
　
　
『
爆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

灘

感謝状を手に幹事の松本さ

さ
れ
ま
し
た
。

　
川
西
に
い
が
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
は
、
昭
和
五
十
八
年
か
ら
国
道
2

5
2
号
線
松
葉
沢
パ
ー
キ
ン
グ
を
中

心
に
、
四
月
か
ら
十
月
の
間
、
毎
月

一
回
の
道
路
清
掃
を
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
定
期
的
な
活
動
は
、
新

た
に
道
路
清
掃
を
実
施
し
よ
う
と
す

る
団
体
の
手
本
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
表
彰
の
対
象
と
な
っ
た
五
十
九
年

に
は
、
延
七
回
・
百
七
十
人
の
方
々

が
空
き
缶
拾
い
を
重
点
と
し
た
道
路

清
掃
を
実
施
し
、
町
を
き
れ
い
に
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

川
西
中
の

巣
立
ち
は
百
四
十
五
人

　
川
西
中
学
校
の
第
二
十
四
回
卒
業

証
書
授
与
式
が
先
月
十
五
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
男
子
七
十
一
人
、
女
子
七

十
四
人
の
合
わ
せ
て
百
四
十
五
人
が

学
窓
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

上
野
で

町
民
雪
上
レ
ク
大
会

　
三
月
十
七
日
に
上
野
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
町
民
雪
上
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

．
顔

「ケツ圧レース」です

川西町の積雪状況
（単位：cm）

月　日 60年 59年 58年 57年 56年

3・5 256 320 195 137 373

3・10 263 382 190 118 380

3・15 251 370 190 88 338

3・20 235 340 174 62 324

3・25 213 335 147 52 282

3・31 169 308 115 40 256
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関
東
方
面
の
方
に

「
広
報
紙
」
を

　
　
お
届
け
し
て
い
ま
す

　
役
場
で
は
、
昨
年
の
六
月
に
町
内

全
世
帯
を
対
象
と
し
て
、
町
外
に
転

9．

　
　
　
　
　
　
『

出
さ
れ
た
ご
家
族
や
知
人
の
方
の
住

所
を
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
も
と
に
、
企
画
財
政
課
で

は
、
町
外
転
出
者
名
簿
を
作
成
し
ま

し
た
。
約
三
千
人
の
方
々
が
こ
れ
に

載
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
年
の
九
月
か
ら
は
、
関
東
方

面
に
お
住
い
の
方
々
を
中
心
に
、
ふ

　
、

“
ふ
る
さ
と
便
り
”

を
懐
し
く

　
　
∂

川
口
市
高
橋
隆
治
さ
ん

　
雪
国
の
春
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
故
郷
を
離
れ
て
五
十
余
年
に
相
成

る
私
に
と
り
ま
し
て
、
折
り
折
り
に

送
り
届
け
ら
れ
る
「
広
報
か
わ
に
し
」

は
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
く
、
陵
し

く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
私
も
長
い
間
都
会
地
の
自
治
行
政

に
携
わ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
川
西
町
の
発
展
を
切
に

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
お
彼
岸
の
入
り
に
“
歌
”
を
作
っ

て
み
ま
し
た
。

＊
お
念
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ぞ
み

・
充
た
さ
る
る
　
こ
と
な
き
欲
念

　
わ
れ
の
み
は
　
満
た
さ
れ
た
し
と

誰
に
求
む
る

．
他
に
の
ぞ
む
あ
く
な
き
心
修

羅
の
ご
と
姿
こ
と
ば
は
　
ち
ぢ

に
乱
る
る

・
親
し
さ
の
故
の
　
た
か
ぶ
り
　
と

も
ど
も
に
　
極
狂
極
愚
　
懲
り
ご

り
も
せ
ず

・
さ
れ
ば
な
お
　
つ
の
り
ゆ
く
苦
に

寝
も
や
ら
ず
　
お
の
れ
を
忘
れ

他
を
責
む
る
と
は

・
ひ
と
み
な
に
　
心
あ
る
な
り
　
わ

れ
ひ
と
り
正
し
き
こ
と
の
　
あ

る
べ
く
も
な
し

・
か
れ
も
人
　
わ
れ
も
人
な
り
　
善

し
悪
し
を
　
み
仏
な
ら
ぬ
　
身
が

裁
く
と
は

・
み
仏
は
　
心
が
生
み
し
　
修
羅
の

苦
と
　
思
い
知
れ
よ
と
　
示
し
説

か
る
る

る
さ
と
の
便
り
と
し
て
「
広
報
か
わ

に
し
」
な
ど
を
三
、
四
か
月
に
一
回

く
ら
い
ず
つ
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
と
お
礼
の
手
紙
を
ち
ょ

う
だ
い
し
て
い
ま
す
の
で
、
一
通
ず

つ
で
す
が
、
今
月
か
ら
こ
の
欄
で
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

馳
　
．
嶋
　
．
1
，
．
噸
　
。
。
9
　
　
　
　
　
一
　
　
。
O
　
．
。
●
じ
：
9
■
　
．
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葦
誤

・
明
ら
か
に
星
と
宣
う
ひ
た
織
“

す
ら
に
他
を
悪
し
と
す
る
心
麟
．

捨
て
よ
と
　
　
　
　
　
鱗

・
苦
あ
り
と
す
　
お
の
が
心
の
転
生
魯
鞍

　
を
　
お
の
れ
に
問
え
と
　
宣
え
る
聴
鋸

な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
碁
ジ

・
生
々
し
　
こ
の
身
に
問
わ
ん
　
こ

　
の
ひ
と
日
　
こ
の
ひ
と
と
き
の

わ
れ
ぞ
い
か
に
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
◎
．
●
の
“

・
苦
の
種
子
は
自
心
な
り
し
と

知
り
知
り
て
　
み
名
称
え
つ
つ

身
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず

●
み
光
の
た
だ
中
な
る
に
真
も
譲

偽
も
　
逆
し
ま
に
み
る
　
あ
あ
わ
猟
籍
｛

れ
よ
わ
れ

・
お
諭
し
を
　
賜
わ
ざ
る
日
は
　
な
、
轡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
．
●
．
9
。
。

か
り
し
に
　
身
を
聞
か
ざ
れ
ば

か
く
も
苦
し
む

・
駄
馬
と
知
り
駄
馬
な
れ
ば
こ
そ
雛

鞭
打
ち
て
　
ひ
と
す
じ
の
道
　
今

日
も
生
き
な
ん

・
数
う
れ
ば
　
六
十
路
に
あ
ま
る

御
慈
悲
の
　
日
日
あ
り
が
た
し

南
無
阿
弥
陀
仏

　－畿

浮力っ
　9『駄
‘5●

姜し
箋自の

！ザ・畢

携’

鰻
’●●●●◎

域鉱
　　腰撫駕

俳
歴
四
十
一
一
年

俳
句
を

生
涯
の
友
と
し
て

霜
条
星
名
昭
次
さ
ん

　
星
名
昭
次
さ
ん
の
句
が
、
俳
句

雑
誌
『
桑
弦
（
そ
う
げ
ん
〉
』
　
（

正
田
稲
洋
先
生
主
幹
）
二
月
号
の

巻
頭
五
句
の
栄
誉
に
輝
い
た
。

　
そ
の
五
句
は
、
・
枯
草
に
日
々

好
日
と
い
ふ
こ
と
を
　
・
強
霜
に

月
の
細
り
し
夜
明
け
か
な
　
・
照

り
返
す
日
の
や
は
ら
か
し
懸
大
根

・
冬
鴉
一
樹
に
群
れ
て
不
吉
め
く

・
一
斗
箕
の
中
に
新
米
掲
き
上
が

る
　
で
あ
る
。

　
正
田
先
生
は
、
　
「
照
り
返
す
」

に
特
選
巻
頭
旬
評
を
付
け
、
中
七

の
日
の
や
は
ら
か
し
の
表
現
が
よ

く
、
干
し
は
じ
め
て
か
ら
日
の
浅

い
や
わ
ら
か
い
大
根
で
あ
る
こ
と

を
素
直
に
納
得
で
き
る
、
と
さ
れ

て
い
る
。

　
桑
弦
に
は
、
三
百
人
か
ら
の
投

句
者
が
い
る
と
い
う
か
ら
、
快
挙

で
あ
る
。

　
星
名
さ
ん
は
俳
歴
四
十
二
年
、

俳
号
を
星
光
と
い
わ
れ
る
。

　
　
「
俳
句
を
始
め
た
の
は
、
昭
和

十
八
年
ご
ろ
で
す
。
金
山
柏
樹
先

生
か
ら
、
戦
争
で
人
々
の
心
は
す

さ
ん
で
い
る
時
世
で
は
あ
る
が
、

俳
句
を
詠
み
世
間
を
静
か
に
見
守

る
こ
と
も
た
い
せ
つ
で
す
よ
、
と

勧
め
ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

戦
後
は
千
手
芦
ノ
芽
会
に
入
り
、

現
在
も
会
員
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　
俳
旬
の
基
本
は
写
生
句
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
の
こ
と
。

　
　
「
車
に
乗
っ
て
い
て
も
、
歩
い

て
い
て
も
、
感
動
し
た
も
の
は
す

ぐ
に
旬
に
し
ま
す
。
見
た
ま
ま
、

感
じ
た
ま
ま
に
で
す
。
そ
れ
か
ら

リ
ズ
ム
も
必
要
で
す
ね
」

　
　
一
日
平
均
し
て
二
句
は
詠
ま
れ

る
と
の
こ
と
。

　
　
「
俳
句
で
心
の
豊
か
さ
を
深
く

昧
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
生
涯
の
友
と
し
て
い
き
た

い
で
す
」
1
と
星
名
さ
ん
。

『
桑
弦
』
と
『
芦
ノ
芽
』
を
手
に
星
名
さ
ん
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飯山線内ケ巻トンネル

改良工事5月～8月

期問中はバス代行

　　　　　　国鉄から

　飯山線内ケ巻一越後川口間の

内ケ巻トンネル改良工事のため、

越後岩沢一越後川口問は工事期

間中列車の運転ができませんの
で、バス代行輸送を実施します。

　詳細は、大型時刻表5月号に

掲載します。

①二r事期間

　5月8日～8月9日
②正事による列車運休区問

　越後岩沢一越後川口間

③バス代行

　越後岩沢一越後川口間（道路

　10。9km、所要時間22分）

　平日7往復、日曜6往復

行政相談

労働保険料の

申告・納付の時期です

・4月24日………総合センター

　4月から9月まで、毎月最終
水曜日に総合センターで行政相

談を行います。

　相談時間は午後1時から3時
まで、相談員は富井源蔵さんで
す。

〆イ亭電の

ざ　　由知らせ
菟・4月・・日（木）／午後・嚇

　から5時まで、小脇・高倉．

躍鞠繍鱒畷皇轍醐縄獅

　60年度の労働保険料の申告と

納付の受け付けが4月1日から
始まりました。

　期限は5月15日までですが、

手続きが終わっていない事業主

の方は、お早めに保険料申告書

に保険料を添えて、最寄りの銀

行か郵便局、または労働基準監

督署に申告・納付をしてくださ

い○

　（十日町労働基準監督署から）

⑳⑦㊦、

差し上げます

青い鳥はがき

郵便局から

　郵便局では、身体障害者福祉

強調運動にちなみ、特別な意匠

の40円郵便はがき（切手の部分

がミ青い鳥ぐ）を4月20日から

発売します。

　このはがきは、郵便局で販売

しますが、身体に重度の障害の

ある方から申し出があれば、お

1人に20枚を差し上げます。障

害の程度が1級か2級で満6歳
以上の希望の方は、お近くの郵

便局に身体障害者手帳を持参し、

5月31日までに申し出てくださ

い。申し出は、代わりの方でも

郵便によってでもけっこうです。

春の全国交通安全運動

新入学（園）児に

「交通安全」のための一声を！

〉期問　4月6日～4月15日
［＞重点目標

　①新入学（園）児を中心と

　　した交通事故防止

②シートベルト・ヘルメッ

　　ト着用の徹底

③こ輪車を中心とした無謀

　運転の追放

確定申告が

霞

間違っていたときは

　昭和59年分の所得税の確定申

告は、3月15日で終了しました。
　ところで、計算違いなどで誤

った確定申告をしたり、確定申

告書の提出を忘れている人はい

ませんか。

　確定申告後に、申告した税金

が少なかったことに気づいたと

きはr修正申告」をしてくださ

いo

　この修正申告は、税務署から

更正を受けるまでは、いつでも

できますが、税務署の調査によ

り修正申告をしたり更正を受け

たりすると、5％の過少申告加

算税がかかります。

　調査を受ける前に自主的に修

正申告をしたときは、過少申告

加算税はかかりません。

　逆に、申告した税金が多かっ

たことに気づいたときは、　r更

正の請求」をすることができま
す。

　期間は、申告期限から1年以

内となっていますので、昭和59

年分の所得税の確定申告につい

ては、昭和61年3月15日までと
なります。

　また、確定申告を忘れていた

人は、すぐに確定申告書を提出

してください。これは「期限後

申告」といって、税務署から決

定を受けるまではいつでもでき

ますが、早く申告するほうが有

利です。加算税は10％ですが、

税務署の調査を受ける前に申告

しますと5％となります。

　詳しくは、十日町税務署〔智
（52）3181〕へ。
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善

出息

　
次
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

團
社
会
福
祉
協
議
会
へ

＊
星
野
茂
さ
ん
（
小
千
谷
市
）
か
ら

　
二
万
円

・
登
坂
敬
恒
さ
ん
（
赤
谷
）
か
ら
、

葉
書
（
明
治
期
よ
り
）

．
今
井
誉
夫
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
、

　
　
　
　
か
ま

火
消
し
用
鎌
、
火
の
し

．
保
坂
次
夫
さ
ん
（
沖
立
）
か
ら
、

　
ツ
マ
カ
ケ
、
馬
の
ワ
ラ
ジ
、
ほ
か

．
武
田
忠
平
さ
ん
（
高
原
田
）
か
ら
、

し
ょ
く

燭
台
、
手
燭

．
太
田
光
之
さ
ん
（
高
原
田
）
か
ら
、

測
量
機

＊
退
職
／
三
月
三
十
一
日
付

▽
高
橋
十
四

＊
新
採
用
／
四
月
一
日
付

▽
渡
辺
正
範
、
▽
小
林
幸
枝

※
職
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
　
「
お

知
ら
せ
版
」
四
月
一
日
号
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
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小学校の入学式を追う

　　夢　　難蝉讐毒難
灘

　
四
月
四
日
の
午
前
に
、
町
内
の
各

小
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
朝
は
晴
れ
て
い
た
の
で
す

が
、
帰
り
際
に
は
無
情
の
雨
が
着
飾

っ
た
お
母
さ
ん
方
に
降
り
か
か
り
ま

し
た
。

　
今
年
町
内
の
小
学
校
に
入
学
し
た

子
供
た
ち
は
、
男
子
五
十
六
人
、
女

子
五
十
三
人
、
合
わ
せ
て
百
九
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
百
四
十
人
か
ら
百
五
十

人
く
ら
い
の
新
入
生
を
迎
え
て
い
た

の
で
す
が
、
今
年
は
極
端
に
少
な
く
、

寂
し
い
思
い
が
し
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
上
野
小
学
校
は
去
年
の

二
十
八
人
が
今
年
は
十
五
人
、
仙
田

小
学
校
で
は
去
年
（
二
十
一
人
）
の

半
分
以
下
の
八
人
で
し
た
。

　
仙
田
小
学
校
で
新
一
年
生
の
お
母

さ
ん
方
に
「
ど
う
し
て
少
な
い
ん
で

し
ょ
う
か
」
と
お
た
ず
ね
し
た
と
こ

ろ
、
　
「
ほ
か
の
人
た
ち
が
が
ん
ば
ら
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　千手小の入学式は午前10

らですが、新1年生60人の

時間は9時半となっていま

　千手小は制服が決まって

すので、お母さん方は自分

装を考えるだけで済みます
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な
か
っ
た
の
で
は
」
と
の
言
葉
が
返

っ
て
き
ま
し
た
。

　
町
の
将
来
の
た
め
に
も
、
そ
れ
ぞ

れ
が
も
う
一
人
ず
つ
が
ん
ば
る
よ
う

お
願
い
し
た
い
の
で
す
が
…
…
。

　
入
学
式
が
重
な
っ
た
た
め
、
と
て

も
み
ん
な
は
回
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
仙
田
小
学
校
の
新
一
年
生

の
姿
を
中
心
に
写
真
を
撮
っ
て
き
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。
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田
小
に
は
八
人
の
新
一
年
生
…

…
が
誕
生
し
ま
し
た
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入
学
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で
は
、
校
長
先
生
が
一
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人
一
人
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
…

　
ま
し
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「
明
日
か
ら
一
人
で
こ
れ
る
か
な
」
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ス
白
倉
小
の
新
一
年
生
は
二
人
で
す
と

｝
教
室
で
教
科
書
に
見
入
る
仙
田

…
小
の
一
年
生
た
ち
。

の

…
去
年
完
成
し
た
ば
か
り
の
橘
小

い

…
は
、
二
十
四
人
の
新
人
生
を
迎
え

…
ま
し
た
。
帰
り
に
は
傘
の
花
が

…
咲
き
ま
し
た
。
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ガ
ン
か
ら

命
を
守
る
た
め
に

　
　
昭
和
五
十
八
年
の
川
西
町
で
の

　
死
亡
数
は
八
十
四
人
、
そ
の
う
ち

　
ガ
ン
に
よ
る
死
亡
は
二
十
三
人
で
、

　
死
因
の
一
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
脳
卒
中
に
よ
る
死
亡
が
横
ば
い
、

　
あ
る
い
は
減
少
の
傾
向
に
あ
る
の

　
に
対
し
て
、
ガ
ン
は
増
加
の
傾
向

　
に
あ
り
ま
す
。

　
　
私
た
ち
の
体
の
細
胞
に
は
ガ
ン

　
に
か
か
り
や
す
い
条
件
が
あ
り
、

　
そ
こ
に
「
ガ
ン
を
仕
掛
け
る
物
質
」

　
　
　
　
が
乗
り
込
ん
で
そ
の
き
っ

　
　
　
　
か
け
を
つ
く
り
、
さ
ら
に

　
　
　
　
　
「
ガ
ン
を
促
進
す
る
物
質
」

　
　
　
　
が
加
わ
っ
て
ガ
ン
は
発
生

　
　
　
　
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
ガ
ン
細
胞
は
、
早
い
も

　
　
　
　
の
、
遅
い
も
の
と
成
長
速

　
　
　
　
度
に
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、

　
　
　
　
ほ
う
っ
て
お
く
と
と
ど
ま

　
　
　
　
る
こ
と
な
く
大
き
く
な
り

　
　
　
　
ま
す
。
さ
ら
に
ガ
ン
細
胞

　
　
　
　
は
、
血
管
や
リ
ン
パ
管
の

　
　
　
　
中
に
入
り
、
血
液
や
リ
ン

　
　
　
　
パ
液
と
い
っ
し
ょ
に
遠
く

　
　
　
　
離
れ
た
臓
器
に
ま
で
広
が

　
　
　
　
り
、
同
じ
よ
う
な
こ
ぶ
を

　
　
　
　
つ
く
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
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壁
　
0
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曾
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甲
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酢
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鰯螺 罰

6
）

吻

転
移
」
と
い
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
ぶ
が
臓
器
を
破
壊

し
、
そ
の
人
を
弱
ら
せ
、
つ
い
に

は
死
に
至
ら
せ
ま
す
。

　
ガ
ン
年
齢
と
い
う
こ
と
ば
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
そ
の
年
代
の

人
か
ら
特
に
患
者
も
死
亡
数
も
増

え
て
い
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
子
宮
ガ
ン
は
三
十
歳
代
か
ら
、

乳
ガ
ン
は
三
十
五
歳
く
ら
い
か
ら
、

胃
ガ
ン
信
四
十
歳
代
か
ら
、
肺
ガ

ン
は
五
十
歳
代
か
ら
で
す
。
こ
の

年
代
に
達
し
た
ら
進
ん
で
検
診
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ガ
ン
は
早
期
に
発
見
す
れ
ば
治

り
が
早
い
の
で
す
が
、
早
期
ガ
ン

の
時
期
に
は
困
っ
た
こ
と
に
、
自

覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

健
康
だ
と
思
っ
て
も
毎
年
必
ず
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
あ
な
た
の
健
康
は
あ
な
た
し
か

守
れ
ま
せ
ん
。
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駒
戸
籍
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か
ら
嫡

磨
き
§
き
毎
§
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駄

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

長瀧高仲
谷井木嶋
川　チ
ツ正ヨム
タ治ノラ

赤野上上

谷口野野

八七七六
五三四九

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

上田
村口

山田
崎中・

濁
～

れ
い
な玲

那
　
勉
長
女
木
落

や
す
の
り

泰
典
　
　
清
長
男
　
上
　
野

ゆ
う
き

優
貴
　
千
春
長
男
永
久
公
社

　
と
お
る

　
徹
　
正
長
男
寺
ケ
崎

ノ
　
　
●
、
o

小
わ
額

　
　
　
畔
項

太
田
白
南
風
選

赤
谷
登
坂
酔
月

職
退
き
て
鍬
と
る
我
に
山
笑
う

こ
の
里
の
ブ
ナ
の
芽
吹
き
に
山
笑
う

手
花
火
の
よ
う
に
か
ご
花
咲
き
に
け
り

卒
業
の
証
書
の
重
み
あ
り
に
け
り

し
づ
も
れ
る
中
咳
一
つ
大
試
験

　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

仏
前
へ
卒
業
証
書
父
な
き
子

団
子
撒
く
浬
繋
日
和
を
賜
り
し

佐田高中
藤口橋村

と
も
ひ
ろ

知
弘
公
一
長
男

の
ぞ
み望

佐
久
平
二
女

こ
う
じ

幸
治
　
一
美
二
男

や
す
ゆ
き

泰
之
　
喜
一
三
男

坪
山

中
屋
敷

野木
口落

　
た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に
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（
◎
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繍
響
顯
獲
影
期
客

念
仏
の
善
男
善
女
浬
繋
の
日

五
つ
六
つ
蕗
の
董
な
ど
摘
ん
で
来
し

摘
ん
で
来
し
掌
に
香
の
残
り
蕗
の
董

　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
六
十
階
も
遠
霞

鍬
浸
す
農
の
こ
れ
よ
り
春
の
川

雪
解
け
て
ゆ
く
日
々
の
起
伏
出
来

春
日
和
紬
の
嫁
を
見
せ
に
来
し

靖
国
の
鳥
居
仰
ぐ
や
若
緑

　
　
　
　
　
　
三
領
高
橋
た
か
し

御
水
取
り
春
の
足
音
一
歩
づ
・

沈
丁
の
匂
う
つ
ぼ
み
の
囲
い
解
く

苗
床
を
堀
上
ぐ
雪
に
春
の
泥

初
燕
雪
解
の
川
に
ひ
る
が
え
り
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心
配
ご
と
相
談

・
4
月
17
日
…
…
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

・
4
月
24
日
…
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

・
5
月
1
日
…
…
…
上
野
連
絡
所

・
5
月
8
日
…
…
…
橘
出
張
所

※
時
間
は
午
後
一
時
か
ら
一
二
時
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

卒
業
の
い
と
華
や
げ
る
和
裁
塾

こ
の
風
の
春
一
番
と
い
う
と
か
や

雪
の
下
そ
の
ま
た
下
の
雪
解
水

雪
壁
の
ま
だ
厚
き
道
続
く
な
り

　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
川
　
秀

乗
り
捨
て
の
櫨
に
か
ご
花
し
お
れ
を
り

タ
ン
ポ
ポ
の
咲
く
こ
の
道
を
好
み
行
く

春
の
風
邪
引
き
づ
り
つ
・
の
手
内
職

　
　
　
　
　
中
仙
田
左
木
人

春
立
ち
て
青
き
葉
の
立
ち
吊
し
葱

何
か
打
つ
雪
解
雫
の
リ
ズ
ム
か
な

花
散
る
や
白
衣
の
人
と
廊
に
併
ち


